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「
せ
め
て
カ
ー
ド
で
購
入
す
れ
ば

ポ
イ
ン
ト
が
付
く
の
に
」
と
。
な

る
ほ
ど
ア
プ
リ
で
買
え
ば
便
利
だ

し
、
ポ
イ
ン
ト
の
損
得
勘
定
で
は

そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

比
較
的
早
く
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
対

応
し
て
き
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
と

ん
だ
ア
ナ
ロ
グ
人
間
で
あ
る
▼
医

院
で
も
長
男
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
提
唱
し
て
い
る
の
だ
が
、
私
の

代
か
ら
の
従
業
員
た
ち
の
抵
抗
を

受
け
て
い
る
。
確
か
に
ア
ポ
イ
ン

ト
も
ネ
ッ
ト
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
便
利
で
は
あ
る
の
だ
が
、
受
付

事
務
で
は
細
か
い
業
務
連
絡
等
も

書
き
込
め
な
い
し
、
誤
入
力
の
チ

ェ
ッ
ク
も
し
に
く
い
ら
し
い
。
労

働
年
齢
者
で
こ
う
な
の
で
、
高
齢

者
と
な
れ
ば
推
し
て
知
る
べ
し
だ

ろ
う
。
数
年
前
、
地
域
の
自
治
会

長
を
務
め
た
が
、
メ
ー
ル
や
ラ
イ

ン
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が
使
え

な
い
会
員
も
多
く
、
情
報
伝
達
の

メ
イ
ン
が
回
覧
板
と
掲
示
板
と
い

う
昭
和
然
と
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た

▼
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
で
政
府

は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
強
要
し
て
き

て
い
る
。
果
た
し
て
何
人
の
高
齢

者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
紐
づ
け
を
自
分
で
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
医
療
機
関
で
紐
づ

け
を
行
う
と
す
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど

の
日
常
業
務
が
滞
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
頭
が
痛
い
話
で
あ
る
。
し
か

も
そ
う
や
っ
て
や
っ
と
紐
づ
け
し

た
情
報
が
間
違
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
多
い
と
聞
く
▼
今
は
マ
イ
ナ
保

険
証
は
５
％
以
下
で
、
紐
づ
け
が

間
違
っ
て
い
て
も
紙
の
保
険
証
で

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
が
、
そ
の
頼
り

の
保
険
証
を
な
く
そ
う
と
し
て
い

る
。
保
険
証
廃
止
の
実
施
延
期
、

行
く
行
く
は
廃
止
を
達
成
し
、
祝

杯
を
挙
げ
た
い
も
の
で
あ
る
（
酔
）

　

上
京
の
た
め
に
次

男
に
駅
ま
で
送
っ
て

も
ら
い
、
現
金
で
切

符
を
買
う
と
言
う
と

不
思
議
が
ら
れ
た
。
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研
面
究 10面保険診療のてびき「２型糖尿病治

療薬の展開～注射薬を中心に～」

第102回評議員会　詳報 ８～９面

　

来
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
を
前
に
、
協
会
が
県
内
の
医
師
・
歯
科

医
師
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
、「
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
」
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
が
12
月
11
日
ま
で
に
１
６
９
７

筆
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
署
名
は
「
基
本
診
療
料
を
中
心
に
、
診

療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
」「
国
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
患
者
窓
口
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
」
の
２
点
を
求
め
る
も
の
。

〝
保
険
証
残
し
て
〞署
名
を
５
議
員
が
引
き
受
け

　

11
月
20
日
、
財
務
大
臣
の
諮
問

機
関
で
あ
る
財
政
制
度
等
審
議
会

は
「
秋
の
建
議
」
を
ま
と
め
、

「
診
療
所
の
経
常
利
益
率
が
全
産

業
や
サ
ー
ビ
ス
産
業
平
均
の
経
常

利
益
率
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
、

５
・
５
％
程
度
引
き
下
げ
る
べ

き
」
と
診
療
所
の
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
下
げ
を
求
め
た
。

　

協
会
は
、
財
務
省
の
調
査
は
一

人
医
療
法
人
の
み
を
対
象
と
し
て

お
り
、
一
部
の
大
規
模
法
人
の
み

を
取
り
出
し
て
、
経
営
が
「
極
め

て
良
好
」
な
ど
と
決
め
つ
け
る
の

は
、
長
ら
く
続
く
政
府
の
低
医
療

費
政
策
に
加
え
、
感
染
対
策
経
費

増
、
物
価
高
騰
で
苦
し
む
医
療
現

場
の
実
態
を
見
な
い
も
の
と
批
判

し
、
会
員
医
療
機
関
に
署
名
へ
の

協
力
を
依
頼
。
ま
た
、
大
学
病
院

を
含
む
県
内
の
病
院
医
局
へ
も
協

力
を
依
頼
し
、
72
病
院
５
６
１
人

の
勤
務
医
か
ら
協
力
が
あ
っ
た
。

　

署
名
に
は
、「
物
価
高
騰
に
見

合
っ
た
賃
金
の
引
き
上
げ
は
必
要

で
す
。
医
師
の
働
き
方
改
革
も
開

始
さ
れ
る
中
、
現
存
レ
ベ
ル
を
維

持
す
る
た
め
に
も
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
は
必
要
不
可
欠
」「
も
っ

と
小
児
医
療
に
お
金
を
回
し
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
の
切
実
な
声
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。

　

協
会
は
引
き
続
き
同
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
だ
の
方
に
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
署
名
用
紙
を
お
送

り
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
返
送

を
お
願
い
し
た
い
。

（
６
面
に
財
政
審
「
建
議
」
の
問

題
点
に
つ
い
て
の
政
策
解
説
、
７

面
に
寄
せ
ら
れ
た
声
掲
載
）

集まった署名は内閣総理大臣・財務省・厚労省および
国会議員に届けている　　　　　　　　　　　　　　

ガザの人々の抑圧された状態を
紹介し、支援を訴える水間理事

保険証廃止による問題点を
知らせ、署名を呼びかける
白岩副理事長（右）

　

協
会
・
保
団
連
は
11
月
30
日
、

今
国
会
最
後
と
な
る
国
会
要
請
行

動
を
実
施
。
白
岩
一
心
副
理
事
長

が
参
加
し
た
。

　

診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
・

窓
口
負
担
引
き
下
げ
を
求
め
る
医

師
・
歯
科
医
師
署
名
１
１
０
０
筆

超
を
各
国
会
議
員
に
提
出
し
、
財

務
省
が
診
療
所
の
経
営
は
「
極
め

て
良
好
」
と
５
・
５
％
の
診
療
報

酬
引
き
下
げ
を
求
め
た
こ
と
に
対

し
、
コ
ロ
ナ
で
受
診
抑
制
が
最
も

大
き
か
っ
た
20
年
と
の
比
較
で
あ

る
上
、
医
科
診
療
所
の
４
割
を
占

め
る
個
人
診
療
所
を
無
視
し
て
い

る
こ
と
な
ど
問
題
点
を
指
摘
し
、

物
価
高
騰
、
賃
金
引
き
上
げ
が
進

む
中
で
、
診
療
報
酬
が
引
き
下
げ

ら
れ
れ
ば
、
診
療
所
は
立
ち
行
か

な
く
な
り
、
地
域
医
療
は
危
機
に

陥
る
と
訴
え
た
。

　

現
行
の
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
署
名
の
紹
介
議
員
の
引
き
受
け

を
要
請
し
、
桜
井
周
・
井
坂
信
彦

（
い
ず
れ
も
立
憲
）・
宮
本
た
け

し
（
共
産
）・
大
石
あ
き
こ
（
れ

い
わ
）
各
衆
議
院
議
員
、
福
島
み

ず
ほ
（
社
民
）
参
議
院
議
員
が
快

諾
し
た
。

　

当
日
は
宮
本
・
福
島
・
大
石
各

議
員
と
面
会
。

　

宮
本
議
員
は
マ
イ
ナ
保
険
証
に

つ
い
て
、「
海
外
で
も
、
こ
れ
ほ

ど
の
情
報
を
１
枚
の
カ
ー
ド
に
す

る
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
な
い
。
流

出
の
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
」「
こ

れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
４
７

０
億
円
、
改
修
に
２
５
０
億
円
か

協会の要請に応じた宮本たけし（①
左）・大石あきこ（②右）各衆議院議
員、福島みずほ（③右）参議院議員

11･30国会要請行動

医師・歯科医師署名を提出

「地域医療　危機に陥る」

基本診療料大幅引き上げは必須基本診療料大幅引き上げは必須
医師・歯科医師署名ぞくぞく集まり1700筆に

まだの方はハガキ署名にご協力を！まだの方はハガキ署名にご協力を！

街頭で役員が訴える街頭で役員が訴える

ガザ攻撃ガザ攻撃
直ちに中止を直ちに中止を

保険証廃止保険証廃止
ありえない！ありえない！

か
る
と
い
う
」
と
莫
大
な
予
算
が

投
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
。

引
き
続
き
、
総
務
委
員
会
で
追
及

し
て
い
き
た
い
と
応
じ
た
。

　

福
島
議
員
は
、
医
師
・
歯
科
医

師
署
名
を
受
け
取
り
、「
医
療
現

場
の
声
を
受
け
止
め
た
。
軍
拡
を

進
め
る
一
方
、
社
会
保
障
を
抑
制

す
る
と
い
う
方
向
性
は
間
違
っ
て

い
る
」
と
応
じ
た
。
保
険
証
廃
止

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生

・
デ
ジ
タ
ル
特
別
委
員
会
で
現
行

の
保
険
証
を
残
せ
と
追
及
し
た
と

し
、「
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

し
て
下
さ
い
」
署
名
を
受
け
取
っ

た
。

　

大
石
議
員
は
短
時
間
の
面
会
と

な
っ
た
が
、「
医
療
・
介
護
分
野

や
公
的
分
野
の
労
働
者
の
賃
金
を

引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
協
会
の
要
請
内
容
に
賛
同
。

「
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
し
て

下
さ
い
」
署
名
の
紹
介
議
員
を
引

き
受
け
た
。

●①

●②

●③

　協会は11月25日、県社会保障推進協議会と平和・民主・革新の日本を
めざす兵庫の会（兵庫革新懇）と合同で、神戸元町・大丸前で、「保険
証残せ！」「誰も殺すな！ガザ攻撃直ちに中止を！」の二つの訴えを軸
に街頭宣伝を実施。武村義人・白岩一心両副理事長、水間美宏・大澤芳
清両理事、住友直幹予備評議員が参加し、「現行の保険証の存続を求め
る請願署名」への協力を呼びかけ、署名45筆を集めた。
　また、イスラエルによる攻撃が続く、ガザへの人道募金3160円を集め
たほか、在日イスラエル大使館へガザ攻撃の中止を求めるハガキへの記
入を呼びかけ15枚が集まった。

協会業務は、年内は12月28日㈭まで
　　　　　　新年は１月９日㈫からです。

本紙12月25日付は休刊いたします。

事務局休務のお知らせ
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日本生命（右）に投融資方針について
レクチャーを受ける保団連・協会（左）

懇談で、保険医年金などの共同受託会社である日本
生命が、国際的な機運の高まりを受けて、核兵器製
造企業へ資金を提供しないと表明した　　　　　　

11
月
９
日
、
保
団
連
・
近
畿
各

府
県
の
保
険
医
協
会
で
取
り
組
む

核
兵
器
廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〝D
on't 

B
ank 

O
n 

the 
Bomb

〞（
核
兵
器
に
お
金
を
貸
す

な
、
以
下
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
）
の
一
環
と

し
て
、
関
係
役
員
・
事
務
局
が
日

本
生
命
と
懇
談
。
８
月
に
同
社
が

発
表
し
た
核
兵
器
製
造
企
業
へ
の

自
社
運
用
資
金
の
投
融
資
禁
止
に

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
。

　

日
本
生
命
は
、
国
内
最
大
手
生

命
保
険
会
社
で
あ
り
、
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
保
険
医
年
金
、

並
び
に
各
保
険
医
協
会
の
グ
ル
ー

プ
保
険
の
共
同
受
託
会
社
。
日
本

生
命
が
「
核
兵
器
製
造
企
業
に
対

す
る
自
社
の
運
用
資
金
の
投
融
資

を
禁
止
す
る
」
と
発
表
を
し
た
こ

と
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の
趣
旨
に
合
致

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
敬
意
を
表

公
開
声
明
は
、
全
て
の
国
が
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
こ
と
を

奨
励
し
、
投
資
家
に
核
兵
器
製
造

企
業
に
投
融
資
し
な
い
こ
と
を
求

め
る
内
容
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
は
２
０
１
９
年
か
ら

近
畿
の
各
保
険
医
協
会
が
中
心
と

な
り
、
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
・

全
国
反
核
医
師
の
会
が
共
同
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

懇
談
の
参
加
者
は
以
下
の
通

り
。日

本
生
命

宮
本
泰
俊　

財
務
企
画
部
担
当
部

長
兼
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
融
資
推
進
室
室
長

河
合
浩　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
室
専
門
課

長保
団
連
・
保
険
医
協
会

松
井
和
夫
・
和
歌
山
県
保
険
医
協

会
理
事
／
藤
田
誠
治
・
兵
庫
県
保

険
医
協
会
事
務
局
長
／
阿
部
綾
子

・
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
事
務

局
次
長
／
廣
瀬
泰
久
・
和
歌
山
県

保
険
医
協
会
事
務
局
員

〈
日
本
生
命　

宮
本
泰
俊
室
長
の

コ
メ
ン
ト
概
要
〉

　

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
間
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
融
資
を
国
際
的
に
通
用
す

る
水
準
に
引
き
上
げ
て
い
く
た
め

に
、
海
外
も
含
め
て
広
く
意
見
を

聞
き
、
日
本
生
命
と
し
て
努
力
し

て
き
た
。

　

今
年
度
、
経
営
企
画
部
門
の
中

に
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
企
画
室
を

新
設
し
、
日
本
生
命
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
い
る
。
そ
う
し
た
流
れ
の

中
、
投
融
資
に
関
し
て
も
よ
り
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
を
取
り

入
れ
、
一
段
上
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
投
融
資
の
禁

止
）
基
準
を
設
定
し
た
。

　

国
際
的
な
市
民
社
会
の
機
運
の

高
ま
り
、
広
島
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

も
あ
り
、
従
来
か
ら
の
ク
ラ
ス
タ

ー
爆
弾
、
対
人
地
雷
等
の
非
人
道

兵
器
の
製
造
企
業
に
加
え
て
、
核

兵
器
製
造
企
業
に
対
し
て
自
社
の

運
用
資
金
の
投
融
資
を
禁
止
し

た
。

　

こ
れ
は
、
日
本
生
命
本
体
の
全

て
の
投
融
資
資
産
が
対
象
で
、
当

然
お
預
か
り
し
て
い
る
先
生
方
の

資
金
も
、
核
兵
器
製
造
企
業
に
は

流
れ
な
い
。
ま
た
フ
ァ
ン
ド
を
組

成
す
る
場
合
も
、
こ
れ
ら
企
業
を

除
外
す
る
よ
う
フ
ァ
ン
ド
を
運
用

す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

社
に
伝
え
る
な
ど
、
徹
底
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
ど
こ
ま
で

や
る
か
、
ど
れ
だ
け
本
気
で
や
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
今

後
も
ご
意
見
、
ま
た
情
報
を
お
願

い
し
た
い
。

「保険証廃止はありえない！」「保険証廃止はありえない！」
 署名にご協力ください 署名にご協力ください

⬆オンラインでも署名を
することができます
※ 名前・メールアドレス、
市町を入力するだけで
簡単！

お手元にあるご署名
ご返送ください！

◇
出
席

21
人

◇
情
勢　

財
務
省
の
財
政
制
度
等

審
議
会
は
、
24
年
度
予
算
編
成
に

向
け
た
「
秋
の
建
議
」
を
、
鈴
木

俊
一
財
務
相
に
提
出
。
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
本
体
マ
イ
ナ
ス
改
定

が
適
当
と
し
、
診
療
所
の
報
酬
単

価
は
、
初
・
再
診
料
を
中
心
に

「
５
・
５
％
程
度
」
引
き
下
げ
る

べ
き
と
主
張
。
改
定
率
に
換
算
す

る
と
▲
１
％
程
度
、
医
療
費
べ
ー

ス
で
約
４
８
０
０
億
円
程
度
の
削

減
。

◇
医
療
運
動　

「
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・
歯

科
医
師
要
請
署
名
」
に
つ
き
、
未

協
力
会
員
あ
て
の
往
復
は
が
き
送

付
が
了
承
さ
れ
た
。
到
達
は
７
９

６
筆
（
11
／
21
現
在
）。

◇
医
療
活
動

24
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
動
向
に
つ
い
て
、
厚
労
省

保
険
局
医
療
課
が
21
日
付
事
務
連

絡
で
、
花
粉
症
治
療
薬
で
長
期
処

方
や
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
活
用
を

医
療
機
関
や
薬
局
に
周
知
す
る
よ

う
都
道
府
県
な
ど
に
協
力
を
求
め

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

国
連
本
部
で
開

催
さ
れ
る
、
核
兵
器
禁
止
条
約
第

２
回
締
約
国
会
議
（
11
／
27
〜
12

／
１
）
へ
の
代
表
派
遣
に
係
る
兵

庫
県
原
水
協
の
募
金
を
承
認
し

た
。

◇
文
化
部　

環
境
・
公
害
対
策
部

と
国
際
部
と
の
共
催
で
秋
の
バ
ス

ツ
ア
ー
「
宇
治
市
・
ウ
ト
ロ
平
和

祈
念
館
を
見
学　

韓
国
料
理
に
舌

鼓
＆
世
界
遺
産
・
平
等
院
鳳
凰
堂

を
訪
ね
る
」（
11
／
12
）
を
実
施

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
総
務
委
員
会　

林
俊
佑
さ
ん
を

24
年
４
月
付
で
事
務
局
員
と
し
て

採
用
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

（
11
月
25
日　

理
事
会
よ
り
）

近畿反核医師懇談会・反核医師の会
（核戦争に反対する医師の会）

―核兵器にお金を貸すな―

http://www.hhk.jp/dbob/
DBOB詳細はコチラ

監
獄
」
と
呼
ば
れ
る
。

　

ガ
ザ
の
面
積
は
、
兵
庫
県
の

神
戸
市
か
ら
北
区
を
除
い
た
面

積
、
す
な
わ
ち
神
戸
市
の
六
甲

山
と
瀬
戸
内
海
に
挟
ま
れ
た
地

域
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た

ガ
ザ
の
人
口
は
神
戸
市
の
こ
の

地
域
の
２
倍
近
く
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
六
甲
山
、
芦
屋
市
、

明
石
市
と
の
境
に
フ
ェ
ン
ス
が

張
り
巡
ら
さ
れ
、
こ
の
中
で
２

倍
近
い
数
の
人
が
生
活
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

神
戸
市
の
こ
の
地
域
に
医
学

部
や
病
院
が
あ
る
よ
う
に
、
ガ

ザ
に
も
医
学
部
や
病
院
が
あ

る
。
し
か
し
医
学
部
を
卒
業
し

医
師
に
な
っ
て
も
、
経
済
的
に

も
疲
弊
し
た
ガ
ザ
に
十
分
な
給

料
を
払
え
る
病
院
は
な
く
、
ガ

ん
で
参
加
す
る
若
者
さ
え
い
る

と
い
う
。
し
か
し
弾
丸
は
当
た

れ
ば
即
死
す
る
頭
や
心
臓
で
は

な
く
、
下
肢
に
向
か
っ
て
飛
ん

で
く
る
。
殺
し
て
し
ま
え
ば
屍

を
乗
り
越
え
て
抗
議
が
続
く

が
、
け
が
を
さ
せ
れ
ば
、
仲
間

を
助
け
る
た
め
の
人
手
が
必
要

に
な
り
、
抗
議
の
人
数
を
減
ら

せ
る
か
ら
だ
。
弾
丸
は
体
に
入

　

神
戸
で
は
１
９
４
５
年
の
３

月
か
ら
６
月
に
か
け
て
大
空
襲

が
あ
り
、
神
戸
の
ほ
と
ん
ど
が

焼
け
野
原
と
な
っ
た
。
こ
の
神

戸
大
空
襲
で
使
わ
れ
た
爆
弾
の

量
が
今
回
、
ガ
ザ
で
は
最
初
の

１
週
間
で
投
下
さ
れ
た
。
神
戸

大
空
襲
の
死
者
は
７
千
５
百
人

に
も
な
っ
た
が
、
ガ
ザ
で
は
12

月
初
旬
ま
で
に
１
万
６
千
人
が

る
と
先
が
破
裂
し
て
骨
や
筋
肉

や
血
管
や
神
経
を
ず
た
ず
た
に

す
る
蝶
形
弾
丸
が
使
わ
れ
、
病

院
に
運
び
込
ま
れ
て
も
、
下
肢

を
切
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
死

を
願
う
ほ
ど
ま
で
追
い
詰
め
ら

れ
た
若
者
が
、
今
度
は
、
車
い

す
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
。

ザ
か
ら
外
へ
出
る
こ
と
も
で
き

な
い
た
め
、
医
師
と
し
て
働
け

る
人
は
限
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
絶
望
的
な
状
況

で
心
が
傷
つ
き
、
鬱
々
と
し
て

死
を
願
う
人
ま
で
出
て
く
る
。

フ
ェ
ン
ス
の
近
く
で
行
わ
れ
る

抗
議
デ
モ
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

兵
に
撃
た
れ
て
死
ぬ
こ
と
を
望

殺
さ
れ
た
。

　

神
戸
大
空
襲
で
は
、
長
崎
に

落
と
さ
れ
る
原
爆
と
同
じ
形
、

同
じ
重
さ
の
通
常
爆
弾
（
形
や

色
か
ら
パ
ン
プ
キ
ン
と
呼
ば
れ

た
）
が
、
原
爆
投
下
の
練
習
の

た
め
、
神
戸
市
内
４
カ
所
に
投

下
さ
れ
た
。
今
回
の
ガ
ザ
侵
攻

で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
閣
僚
が

核
の
使
用
に
言
及
し
非
難
を
浴

び
た
。
広
島
や
長
崎
の
惨
状
を

学
ん
だ
者
と
し
て
許
せ
な
い
。

　

神
戸
は
大
空
襲
が
あ
り
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
も
あ
っ
た

が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
普

通
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
隣

の
芦
屋
市
や
明
石
市
に
自
由
に

行
け
る
し
、
用
が
済
め
ば
戻
っ

て
も
こ
れ
る
。
日
本
中
そ
し
て

世
界
中
と
行
き
来
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り
前

の
生
活
を
ガ
ザ
の
住
民
が
手
に

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
支
援
の

輪
を
拡
げ
た
い
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
の

ガ
ザ
地
区
は
16
年

間
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
よ
っ
て
封
鎖
さ

れ
「
天
井
の
な
い

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 １月20日（土）・21日（日）・２月３日（土）・４日（日）・11日（日）・　　
18日（日）　　会　場　協会会議室

※ 各日程の13時～16時でご都合のよい時間帯（１時間）をお選びください。
　 １回・１時間5000円（医院経営研究会会員は年２回まで無料）
事前予約制（各相談日の前の火曜日まで）

税経個別相談会税経個別相談会

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

岡
田　

雅
博
先
生

準
会
員　

脳
神
経
外
科

11
月
28
日　

享
年
75
歳

李　

克
平
先
生

中
央
区　

歯
科

11
月
24
日　

享
年
74
歳

DBOBキャンペーンで日本生命と懇談

核兵器製造企業への　　　核兵器製造企業への　　　
　　　投融資の禁止を明言　　　投融資の禁止を明言

す
る
と
と
も
に
、

保
団
連
・
近
畿
の

保
険
医
協
会
の
取

り
組
み
も
紹
介
し

た
。

　

そ
の
上
で
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ

と
イ
タ
リ
ア
の
エ

テ
ィ
カ
フ
ァ
ン
ド

が
呼
び
か
け
て
い

る
声
明
「
核
兵
器

禁
止
条
約
に
関
す

る
投
資
家
の
署

名
」
へ
の
賛
同
を

要
請
し
た
。
こ
の

ガ
ザ
「
天
井
の
な
い
監
獄
」

支
援
の
輪
を
拡
げ
た
い
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イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
ガ
ザ
地
区
へ
の
爆
撃
に
よ

り
、
ガ
ザ
の
死
者
数
は
１
万
６
千

人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
７
０
０
０

人
超
は
子
ど
も
だ
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
（
12
月
５
日
時
点
）。
住
民

の
命
が
奪
わ
れ
て
い
く
こ
の
事
態

を
ど
う
見
れ
ば
い
い
の
か
、
医
療

者
に
何
が
で
き
る
の
か
。
パ
レ
ス

チ
ナ
で
の
医
療
活
動
を
続
け
て
い

る
北
海
道
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕

団
団
長
の
猫
塚
義
夫
先
生
に
11
月

22
日
、
水
間
美
宏
国
際
部
長
、
加

藤
擁
一
副
理
事
長
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
緊
急
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

08
年
ガ
ザ
侵
攻

き
っ
か
け
に
訪
問

水
間　

先
生
は
定
期
的
に
パ
レ

ス
チ
ナ
で
医
療
活
動
を
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
先
生
が

パ
レ
ス
チ
ナ
に
関
わ
っ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

猫
塚　

２
０
０
８
年
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
ガ
ザ
軍
事
侵
攻
が
あ

り
、
１
５
０
０
人
も
の
人
々
が
殺

さ
れ
ま
し
た
。
札
幌
で
の
キ
ャ
ン

ド
ル
デ
モ
に
参
加
し
、
さ
ら
に
直

接
パ
レ
ス
チ
ナ
で
医
療
者
と
し
て

何
か
活
動
で
き
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。
５
〜
６
人
で
奉
仕
団
を
立

ち
上
げ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ヨ
ル
ダ

ン
川
西
岸
や
東
エ
ル
サ
レ
ム
な
ど

の
医
療
機
関
10
カ
所
ほ
ど
を
、
１

カ
月
か
け
て
歩
い
て
訪
れ
、「
医

療
支
援
し
た
い
」
と
申
し
入
れ
ま

し
た
。
２
０
１
１
年
２
月
の
こ
と

で
す
。
そ
の
と
き
訪
問
し
た
診
療

所
の
一
つ
が
た
ま
た
ま
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ

Ａ
（
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済

事
業
機
関
）
の
診
療
所
で
、
日
本

人
の
わ
れ
わ
れ
を
歓
迎
し
て
く
れ

ま
し
た
。

水
間　

す
ご
い
行
動
力
で
す

ね
。猫

塚　

私
は
整
形
外
科
医
な
の

で
す
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
行
く

と
、
膝
や
腰
が
痛
い
、
手
足
が
し

び
れ
る
な
ど
と
、
も
の
す
ご
い
数

の
患
者
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。

　

２
回
目
の
訪
問
時
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ

Ｗ
Ａ
の
清
田
明
宏
保
健
局
長
か
ら

「
ガ
ザ
に
い
き
ま
せ
ん
か
」
と
の

お
話
が
あ
り
、
13
年
に
初
め
て
ガ

ザ
に
入
り
ま
し
た
。
毎
年
１
回
か

２
回
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
訪
れ
て
い

ま
す
。

加
藤　

具
体
的
に
は
ど
ん
な
活

動
を
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。猫

塚　

私
た
ち
の
目
的
は
二
つ

あ
り
、
一
つ
は
医
療
を
提
供
す
る

こ
と
、
も
う
一
つ
は
ガ
ザ
や
パ
レ

ス
チ
ナ
の
状
況
を
北
海
道
の
人
た

ち
に
お
知
ら
せ
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
で
す
の
で
、
午
前
中
は
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
診
療
所
や
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
診
療
活
動
を
行
い
、
午
後

か
ら
は
ガ
ザ
、
西
岸
の
入
植
地
や

イ
ス
ラ
エ
ル
の
街
に
も
行
き
、
い

ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
と
意
見
交
換
す

る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

水
間　

ガ
ザ
に
も
医
学
部
が
あ

る
の
に
卒
業
し
て
も
病
院
で
働
け

な
い
と
も
聞
き
ま
し
た
。

猫
塚　

二
つ
医
学
部
が
あ
り
、

卒
業
生
は
皆
働
く
意
志
は
あ
り
ま

す
が
、
封
鎖
さ
れ
経
済
が
疲
弊
し

き
っ
て
お
り
、
病
院
が
医
者
に
ま

と
も
に
給
与
を
払
え
な
い
の
で

す
。
30
代
の
先
生
に
聞
く
と
月
給

が
大
体
６
万
円
く
ら
い
で
、
若
手

研
修
医
が
上
級
医
に
賃
上
げ
交
渉

す
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。
看
護

師
も
同
様
で
、
無
給
で
技
術
維
持

の
た
め
病
院
に
お
り
、
い
つ
か
使

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
在
籍
証
明

を
持
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
で
、

私
た
ち
の
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
医
療
者
は

大
変
歓
迎
さ
れ

る
の
で
す
。

き
込
ま
れ
ま
す
ね
。

ち
ょ
う
ど
沖
縄
戦

で
、
た
く
さ
ん
の
住

民
が
死
ん
だ
の
と
似

16
年
封
鎖
さ
れ

希
望
の
な
い
現
実
想
像
を

水
間　

医
療
奉
仕
団
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
、
先
生
が
け
が
人
の
治

療
を
さ
れ
る
動
画
を
見
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
人
々
の
足
を
狙

っ
て
撃
ち
、
そ
の
弾
も
、
普
通
の

弾
の
よ
う
に
貫
通
せ
ず
中
で
破
裂

す
る
。
そ
う
い
う
け
が
に
対
応
さ

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

猫
塚　

そ
う
で
す
。
骨
も
粉
々

に
な
り
、
足
が
欠
損
し
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
午
後
に
デ
モ
が
行

わ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
け
が
人
が

出
た
ら
救
急
車
に
運
ぶ
と
い
う
活

動
を
し
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

青
年
た
ち
は
無
防
備
で
武
器
と
言

っ
て
も
石
こ
ろ
く
ら
い
し
か
な

い
。
彼
ら
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
は
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
か
ら
足

を
狙
っ
て
撃
っ
て
き
ま
す
。
一
人

が
負
傷
し
倒
れ
る
と
周
囲
の
５
人

く
ら
い
が
救
急
車
ま
で
運
び
ま

す
。
け
が
人
が
た
く
さ
ん
出
る
と

デ
モ
の
勢
い
が
止
ま
る
の
で
、
そ

れ
を
狙
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
障
害
が
残
っ
た
若
者
が
次

々
に
生
み
出
さ
れ
、
ガ
ザ
に
重
い

荷
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
い
う
こ
と
を
す
ご
く
感
じ
ま

し
た
。

水
間　

ひ
ど
い
話
で
す
ね
。

猫
塚　

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
地
区

で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
は
一
般

市
民
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
パ

レ
ス
チ
ナ
人
に
は
軍
法
が
適
用
さ

れ
、
た
だ
街
を
歩
い
て
い
た
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
青
年
が
イ
ス
ラ
エ
ル

兵
に
壁
に
押
し
付
け
ら
れ
、
身
体

検
査
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
日
常

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
検

査
さ
れ
ベ
ル
ト
を
抜
か
れ
て
ズ
ボ

ン
を
下
ろ
さ
れ
て
も
、
抗
議
す
る

と
行
政
拘
禁
さ
れ
る
の
で
何
も
言

え
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
診
療
所
に
い
た

と
き
、
庭
に
催
涙
弾
が
飛
ん
で
き

た
こ
と
が
あ
り
、
ど
う
し
た
の
か

と
聞
く
と
、
中
学
生
が
石
を
投
げ

た
か
ら
と
何
百
人
も
の
軍
が
入
っ

て
き
て
い
た
の
で
す
。
今
回
の
ガ

ザ
に
対
し
て
の
攻
撃
も
そ
う
だ
と

思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
集
団

懲
罰
が
日
常
茶
飯
事
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
の
が
こ
の
75
年
間
の
パ

レ
ス
チ
ナ
な
の
で
す
。

加
藤　

今
日
（
11
月
22
日
）、

４
日
間
の
停
戦
合
意
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。
ど
う
見
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

猫
塚　

ハ
マ
ス
も
イ
ス
ラ
エ
ル

も
そ
れ
ぞ
れ
行
き
詰
ま
っ
て
思
惑

が
あ
っ
て
の
合
意
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
停
戦
後
に
何
が
起
こ
る

か
非
常
に
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
戦
争
に
使
わ
れ
た
、
バ

ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
（
地
中
貫
通

弾
）
と
い
う
地
下
40
ｍ
ま
で
潜
る

こ
と
が
で
き
る
兵
器
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
弾
の
先
に
は
劣
化
ウ
ラ

ン
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
イ

ス
ラ
エ
ル
が
こ
の
兵
器
を
使
用
し

て
、
ハ
マ
ス
の
地
下
網
を
破
壊
す

る
こ
と
を
狙
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ

カ
と
相
談
す
る
時
間
が
必
要
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
す
で
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は

21
年
８
月
の
侵
攻
の
際
に
、
バ
ン

カ
ー
バ
ス
タ
ー
を
使
用
し
て
い
ま

す
。水

間　

あ
れ
だ
け
の
人
口
密
集

地
で
は
、
当
然
多
く
の
住
民
が
巻

て
い
ま
す
。

命
奪
わ
れ
る
事
態
に

医
療
者
は
立
ち
上
が
る
べ
き

　

加
藤　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
私
た
ち
医
療
者
に
何
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

猫
塚　

物
資
は
足
り
て
い
ま
せ

ん
が
、
送
る
の
は
非
常
に
困
難
で

す
。
コ
ロ
ナ
時
、
非
接
触
型
体
温

計
な
ど
を
送
り
ま
し
た
が
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
税
関
で
、
同
額
程
度
の

税
金
を
か
け
ら
れ
て
し
ま
い
、
受

け
取
る
負
担
が
非
常
に
大
き
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
か

ら
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
エ
ル
サ
レ
ム
に

あ
る
現
地
事
務
所
に
は
、
ベ
ッ
ド

や
車
い
す
、
松
葉
づ
え
な
ど
、
イ

ス
ラ
エ
ル
が
許
可
し
な
い
た
め
に

届
け
ら
れ
な
い
大
量
の
物
資
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
募
金
が
有
効

と
思
い
ま
す
が
、
民
間
で
は
い
ま

送
金
し
て
も
届
く
か
分
か
ら
な
い

の
で
、
国
連
の
ユ
ニ
セ
フ
や
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｗ
Ａ
を
通
じ
る
の
が
い
い
と
思

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
日
本
国
内
、
世
界

中
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
も
ハ
マ
ス
も

や
め
ろ
と
い
う
世
論
を
ど
れ
だ
け

高
め
ら
れ
る
か
が
大
事
で
す
。
特

に
ア
メ
リ
カ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
後

ろ
盾
と
な
っ
て
い
る
の
を
止
め
る

た
め
の
働
き
か
け
が
重
要
で
す
。

私
た
ち
は
札
幌
で
毎
週
デ
モ
や
集

会
を
行
い
、
勉
強
会
を
あ
ち
こ
ち

で
開
い
て
い
ま
す
。

水
間　

ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
イ

ス
ラ
エ
ル
の
シ
オ
ニ
ス
ト
の
や
り

方
は
ひ
ど
す
ぎ
る
と
い
う
声
が
高

ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

猫
塚　

ア
メ
リ
カ
の
世
論
調
査

で
65
歳
以
上
の
80
％
以
上
が
イ
ス

ラ
エ
ル
の
侵
攻
を
支
持
し
て
い
ま

す
が
、
若
者
は
40
数
パ
ー
セ
ン
ト

が
反
対
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
活

路
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
間　

い
ま
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の

訪
問
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

猫
塚　

は
い
。
私
た
ち
は
も
と

も
と
10
月
23
日
〜
11
月
25
日
ま

で
、
第
15
回
目
の
支
援
活
動
を
実

施
予
定
で
、
ハ
マ
ス
が
イ
ス
ラ
エ

ル
を
攻
撃
し
た
10
月
７
日
は
そ
の

事
前
報
告
会
の
日
で
し
た
。
エ
ル

サ
レ
ム
か
ら
毎
日
新
聞
の
三
木
幸

治
支
局
長
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
報
告

い
た
だ
く
予
定
が
な
か
な
か
参
加

さ
れ
ず
、
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
ら
、「
始
ま
っ
た
」

と
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。
飛
行
機

も
欠
航
と
な
り
、
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
状
況
で
す
。
ヨ
ル
ダ
ン

か
ら
の
陸
路
も
検
討
し
ま
し
た
が

パ
レ
ス
チ
ナ
の
先
生
方
か
ら
危
険

だ
か
ら
と
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
も
非
常
に
動
揺
し
た

の
で
す
が
、
１
週
間
ほ
ど
で
で
き

る
こ
と
を
や
ろ
う
と
気
持
ち
を
立

て
直
し
、
デ
モ
や
集
会
な
ど
で
発

信
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
支

援
活
動
に
は
学
生
も
参
加
予
定
だ

っ
た
の
で
す
が
、
特
に
若
い
メ
ン

バ
ー
に
は
共
に
街
頭
に
出
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
て
ほ
し
い

と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

訴
え
る
際
に
は
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
事
態
に
な
っ
た
の
か
を
考
え

て
ほ
し
い
と
必
ず
言
っ
て
い
ま

す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
か
ら
75

年
、
軍
政
が
ひ
か
れ
、
ガ
ザ
は
16

年
間
完
全
封
鎖
さ
れ
、
若
者
の
夢

も
希
望
も
ど
ん
ど
ん
つ
ぶ
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
な
か
に
16
年

間
も
留
め
置
か
れ
て
い
る
人
間
の

心
情
は
ど
う
な
る
の
か
、
想
像
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

水
間　

パ
レ
ス
チ
ナ
か
ら
は
何

か
情
報
が
入
っ
て
く
る
の
で
す

か
。猫

塚　

パ
レ
ス
チ
ナ
に
行
っ
た

時
に
い
つ
も
私
た
ち
の
映
像
や
写

真
を
撮
り
、
報
道
し
て
く
れ
る
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
い
ま
す
。
彼
の

息
子
と
義
理
の
妹
が
空
爆
で
建
物

の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
り
ま

し
た
。
彼
は
わ
れ
わ
れ
の
集
会
に

ガ
ザ
か
ら
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
く
れ
た
り
、
現
地
の
写
真

や
映
像
を
い
ろ
ん
な
ル
ー
ト
で
送

っ
て
く
れ
ま
す
。
胸
が
は
り
さ
け

る
よ
う
な
思
い
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者
は
人
の

命
が
む
ざ
ん
に
砕
か
れ
て
い
る
と

き
に
座
し
て
見
て
い
る
べ
き
で
は

な
く
、
行
動
に
立
ち
上
が
る
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。
あ
い
ま
い
な
姿

勢
の
日
本
政
府
に
対
し
て
、
平
和

憲
法
を
持
ち
戦
争
し
な
い
こ
と
を

国
是
に
し
て
い
る
国
と
し
て
、
ま

た
核
の
問
題
は
唯
一
の
戦
争
被
爆

国
と
し
て
黙
っ
て
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

加
藤　

そ
の
通
り
と
思
い
ま

す
。水

間　

微
力
で
す
が
、
わ
れ
わ

れ
も
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
実
態

を
知
ら
せ
た
り
、
募
金
活
動
を
行

っ
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

北海道パレスチナ医療奉仕団団長
勤医協札幌病院

猫塚　義夫先生

水間美宏国際部長

加藤擁一副理事長

聞
き
手

聞
き
手

緊急インタビュー

ガザの現実 直視をガザの現実 直視を

1973年札幌医科大学卒業後、北海道
勤労者医療協会に入職。以後、米国
留学を含め整形外科医として診療と
臨床研究を進めると同時に、学生時
代から抱いてきた社会進歩への志を
実践している

パレスチナの命を守ろうとデモで訴える
猫塚先生ら　　　　　　　　　　　　　

猫塚先生に送られてきたガザの画像
毎日こどもの命が奪われている　　

　

ご
著
書
の
紹
介

『
平
和
に
生
き
る
権
利
は
国
境
を
超
え
る

パ
レ
ス
チ
ナ
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
か
か
わ
っ
て
』

著
者
・
編
者
：

猫
塚
義
夫
・
清
末
愛
砂

２
０
２
３
年
11
月
27
日
発
売

１
７
６
０
円
（
税
込
）

あ
け
び
書
房
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協
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
は
、
11
月
23
日
に
協
会
会

議
室
で
市
民
学
習
会
「
口
か
ら
見

た
子
育
て
」
を
開
催
し
た
。
歯
学

博
士
で
新
日
本
医
師
協
会
顧
問
・

宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
会

長
の
岩
倉
政
城
先
生
が
「
コ
ロ
ナ

下
に
マ
ス
ク
で
顔
を
覆
う
危
機
、

指
し
ゃ
ぶ
り
、
口
臭
、
学
校
健
診

か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」
と
題
し

て
講
演
。
医
科
・
歯
科
医
療
関
係

者
と
市
民
ら
47
人
（
来
場
22
人
／

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴
25
人
）
が
参
加
し

た
。

　

歯
科
部
会
は
11
月
３
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
高
齢
者

の
咀
嚼
・
嚥
下
障
害
と
義
歯
治

療
」
を
開
催
。
大
阪
歯
科
大
学
歯

学
部
・
高
齢
者
歯
科
学
講
座
専
任

教
授
の
小
野
高
裕
先
生
を
講
師

に
、
64
人
（
来
場
27
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
37
人
）
が
参
加
し
た
。
冨
澤
洪

基
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

岩
倉
先
生
が
コ
ロ
ナ
下
で
の
マ
ス
ク

生
活
の
弊
害
を
指
摘　
　
　
　
　
　

旧義歯の咬合面、研磨面、粘膜面の
問題を見極め、新製のヒントにする
よう語った小野先生　　　　　　　

　

冒
頭
で
、
加
藤
擁
一
先
生
（
協

会
副
理
事
長
・
歯
科
部
会
長
）
が

開
会
あ
い
さ
つ
。「
口
腔
の
健
康

は
国
民
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要

　

ま
ず
初
め
に
近
年
の
超
高
齢
社

会
の
人
口
動
態
に
つ
い
て
解
説
さ

れ
、
そ
の
よ
う
な
中
、
義
歯
の
位

置
づ
け
も
変
化
し
て
き
て
お
り
、

単
に
欠
損
補
綴
と
い
う
だ
け
で
な

く
咀
嚼
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
お
い
て
義
歯
を
、
障
害
さ

れ
た
機
能
を
代
償
す
る
手
段
と
し

て
も
認
識
し
て
い
く
必
要
を
説
明

な
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
。
保
険

証
廃
止
の
動
き
な
ど
社
会
保
障
改

悪
を
署
名
の
力
で
押
し
返
そ
う
」

と
し
た
。

　

岩
倉
先
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
も
と
、
保
育
園
、
幼

稚
園
で
園
児
に
マ
ス
ク
着
用
を
求

め
た
結
果
、
却
っ
て
感
染
を
広
げ

る
結
果
に
な
っ
た
と
の
研
究
結
果

を
紹
介
し
「
子
ど
も
の
場
合
、
マ

ス
ク
を
落
と
し
た
り
、
他
人
の
マ

ス
ク
を
拾
っ
た
り
す
る
こ
と
で
感

染
が
広
が
っ
た
可
能
性
が
高
い
」

「
マ
ス
ク
下
で
の
呼
吸
は
息
苦
し

く
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
。
何

よ
り
子
ど
も
の
顔
が
隠
れ
る
た
め

養
育
者
が
子
ど
も
の
体
調
変
化
を

見
落
と
す
リ
ス
ク
も
あ
っ
た
」

と
、
口
元
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
マ

ス
ク
生
活
の
弊
害
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
先
生
は
、「
人
間
の
体
で

最
も
敏
感
な
臓
器
が
口
で
あ
り
、

通
常
、
子
ど
も
が
育
つ
ま
で
に
、

授
乳
を
通
じ
２
０
０
０
回
も
母
子

が
触
れ
合
う
中
で
『
基
本
的
信

頼
』
を
得
て
自
己
肯
定
感
を
育

む
。
ま
た
、
言
葉
の
覚
え
始
め
の

子
ど
も
は
、
発
話
す
る
養
育
者
の

口
元
を
注
視
す
る
こ
と
で
言
語
を

獲
得
す
る
。
そ
れ
が
こ
こ
数
年
マ

ス
ク
で
覆
わ
れ
、
言
葉
も
情
緒
も

伝
わ
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
し
、
子
ど
も
の
成
長
・
発

達
と
口
腔
と
の
密
接
な
関
係
に
つ

い
て
説
明
。
あ
わ
せ
て
、
口
臭
や

唾
液
分
泌
の
低
下
な
ど
、
歯
科
治

療
に
お
け
る
気
づ
き
か
ら
患
者
の

全
身
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
を

掴
ん
だ
症
例
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
保
団
連
「
学
校
歯
科
治

療
調
査
中
間
報
告
２
０
１
８
」
の

結
果
を
紹
介
し
、「
学
校
歯
科
健

診
で
『
治
療
が
必
要
』
と
診
断
さ

れ
た
児
童
・
生
徒
の
う
ち
受
診
し

な
い
子
の
割
合
は
、
小
学
生
で
５

割
、
中
学
生
で
７
割
、
高
校
生
で

８
割
に
及
び
、
全
国
で
26
万
人
に

の
ぼ
る
」「
受
診
し
な
い
理
由

は
、
治
療
費
が
払
え
な
い
、
育
児

放
棄
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
共
働
き

で
受
診
に
付
き
添
え
な
い
…
な
ど

で
口
腔
崩
壊
（
む
し
歯
10
本
以

上
）
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
」

「
学
校
に
口
腔
崩
壊
の
子
ど
も
が

い
る
と
答
え
た
学
校
は
、
小
学
校

４
割
、
中
学
校
３
割
、
高
校
５
割

で
、
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
が
貧

困
と
言
わ
れ
る
、
日
本
の
貧
困
格

差
の
解
消
こ
そ
急
務
。
医
療
を
国

民
の
も
の
と
し
て
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

最
後
に
、
学
校
歯
科
健
診
の
実

態
に
触
れ
、「
む
し
歯
の
検
出
と

受
診
勧
告
と
い
う
管
理
に
偏
り
、

学
校
に
相
応
し
い
『
学
習
健
診
』

に
な
っ
て
い
な
い
。
担
任
・
養
護

教
諭
が
立
ち
会
い
、
子
ど
も
の
口

を
教
材
に
自
分
の
体
を
知
る
機
会

に
す
べ
き
。
そ
れ
こ
そ
が
教
育
で

は
な
い
か
」
と
提
言
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
歯
科
検
診
後

の
未
受
診
者
の
多
さ
に
つ
い
て
学

校
医
と
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
。
何
と
か
し
た
い
」（
歯
科

医
師
）、「
口
腔
ケ
ア
を
通
じ
て
、

患
者
の
全
身
状
態
や
生
活
環
境
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
」（
歯
科

衛
生
士
）、「
口
腔
と
人
間
の
成
長

の
関
係
が
良
く
分
か
っ
た
」（
一

般
市
民
）
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ

た
。

　

足
立
了
平
先
生
（
協
会
副
理
事

長
・
と
き
わ
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）
が
司
会
を
務
め
た
。
終
了

後
「
無
料　

歯
の
健
康
相
談
」
を

開
催
。
３
人
の
市
民
が
参
加
し

た
。

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
咀
嚼
か
ら

嚥
下
ま
で
の
間
、
ど
の
よ
う
な
運

動
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
、
最

新
の
研
究
を
も
と
に
報
告
さ
れ
、

あ
ら
た
め
て
食
べ
る
動
作
の
複
雑

さ
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま
た
総

義
歯
調
整
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、
そ

の
中
で
も
２
横
指
３
秒
ル
ー
ル

（
２
横
指
開
口
し
て
、
３
秒
経
っ

て
も
は
ず
れ
な
い
）
は
簡
便
で
す

ぐ
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
咀
嚼
能
力
検
査
（
ス
コ

ア
、
噛
み
方
、
痛
み
）
に
て
客
観

的
に
表
現
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

旧
義
歯
を
よ
く
観
察
し
て
咬
合

面
、
研
磨
面
、
粘
膜
面
と
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

い
た
だ
き
、
す
ぐ
新
製
に
取
り
か

か
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
に
問
題

が
あ
る
か
を
見
極
め
て
設
計
の
ヒ

ン
ト
に
す
る
こ
と
は
、
忙
し
い
臨

床
の
中
で
も
時
間
を
か
け

て
し
っ
か
り
取
り
組
み
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
舌
接
触

補
助
床
）
が
咀
嚼
・
嚥
下

・
構
音
障
害
に
対
し
幅
広

く
即
時
的
な
有
効
性
が
あ

る
こ
と
や
そ
の
作
成
方

法
、
適
応
症
か
ど
う
か
の

検
査
（
パ
ラ
ト
グ
ラ
ム
や

プ
リ
ン
試
食
）
に
つ
き
わ

か
り
や
す
く
講
義
い
た
だ
き
ま
し

た
。
適
応
症
で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

講
義
の
中
で
実
際
に
グ
ミ
を
使

っ
た
咀
嚼
能
力
測
定
検
査
の
ハ
ン

ズ
オ
ン
が
あ
り
自
身
で
も
測
定
し

ま
し
た
が
、
客
観
的
に
ス
コ
ア
と

し
て
「
見
え
る
化
」
を
す
る
こ
と

は
術
者
・
患
者
に
と
っ
て
も
治
療

を
進
め
る
う
え
で
も
分
か
り
や
す

い
指
標
と
し
て
使
え
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で

も
施
術
前
後
で
使
用
す
る
と
補
綴

の
効
果
が
計
測
で
き
、
応
用
が
効

き
そ
う
で
す
。
最
後
に
先
生
が
自

治
体
と
協
力
し
て
行
っ
た
グ
ミ
の

咀
嚼
能
力
検
査
を
使
っ
た
大
規
模

研
究
な
ど
、
咀
嚼
行
動
と
健
康
と

の
関
係
を
最
新
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を

含
め
供
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

歯
科
医
療
従
事
者
と
し
て
、
改

め
て
「
噛
む
」
こ
と
の
大
事
さ
を

再
認
識
し
た
楽
し
く
貴
重
な
講
義

で
し
た
。

【
尼
崎
市
・
歯
科　
冨
澤　

洪
基
】

咀
嚼
能
力
と
健
康
の
関
係

明
ら
か
に

感 想 文 歯
科
定
例
研
究
会

歯科保険請求
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〈大臼歯用のCAD/CAM冠用材料（Ｖ）が
 12月から新たに保険収載〉

　施設基準の届出について、
CAD/CAM冠についての届出をす
でにされている場合は再度の届出
不要。
　補管の対象。歯冠形成・印象等
の点数は他のCAD/CAM冠と同じ。
※①　CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）
を小臼歯に使用した場合は、
CAD/CAM冠用材料（Ⅱ）で算定。
※②　内面処理加算１の45点は、
歯質に対する接着力を向上させる
ために行うアルミナ・サンドブラ
スト処理およびシランカップリン
グ処理等（保険医療材料等の費用
含む）。
※③　CAD/CAM冠用材料（Ⅴ）
を使用したCAD/CAM冠を装着す
る場合、歯質に対する接着力を向
上させるためにサンドブラスト処
理及びプライマー処理を行い接着
性レジンセメントを用いて装着す
ること。内面処理加算１の45点を
装着料に加算する。
※④　製品に付属している使用し
た材料の名称及びロット番号等を
記載した文書（シール等）を保存
して管理する（カルテに貼付する
など）。

　11月22日の中医協で、大臼歯の
「CAD/CAM冠用材料（Ⅴ）」保険
適用が承認されました。
　12月１日現在「松風ブロック
PEEK」のみが対象。アイボリー
１色のみ。単冠のみでCAD/CAM
インレーは対象外。
　従来の大臼歯に対するルールに

関係なく、大臼歯に用いた場合は
1,815点（1,200点＋CAD/CAM冠用
材料（Ⅴ）の材料料615点）算定
できます。
※ 従来の大臼歯に対するルールは

「CAD/CAM冠用材料（Ⅲ）」を
用いる場合に適用。

材料定義：CAD/CAM冠用材料
（Ⅴ）　次のいずれにも該当する
こと。①ポリエーテルエーテルケ
トンに無機質フィラーを質量分率 
17～25％配合し、成型して作製し
たレジンブロックであること。②
ビッカース硬さが25HV0.2以上で
あること。③37℃の水中に７日間
浸漬後の３点曲げ強さ180MPa以
上であること。④37℃の水中に７
日間浸漬後の曲げ弾性率が５GPa
以下であること。⑤37℃の水中に
７日間浸漬後の吸水量が10μg/
mm³以下であること。

歯科用貴金属１月１日随時改定
（11/17中医協総会にて了承）
　金パラ１月随時改定は、１g
3,037円（マイナス58円） にな
ります。
　来年度の診療報酬改定の後ろ
倒し（６月実施）を踏まえた随
時改定時期については2024年１
月、４月は従来通り。以降は６
月、９月、12月、2025年３月、
６月。

いずれも参加費無料、来場参加のみ。申し込み・お問い合わせは、
協会事務局 ☎078－393－1809まで

スタッフ定着！魅力ある歯科医院のヒントスタッフ定着！魅力ある歯科医院のヒント
―労務の悩み、お寄せください――労務の悩み、お寄せください―

日　時　2024年１月21日（日）10時～12時
会　場　協会会議室
講　師　桂労務社会保険総合事務所・所長　桂　好志郎氏

歯科特別研究会

歯科「診断力」スキルアップセミナーin小野

病診連携で診る高齢有病者の歯科治療病診連携で診る高齢有病者の歯科治療
―既往疾患の評価から口腔粘膜疾患まで――既往疾患の評価から口腔粘膜疾患まで―

日　時　2024年１月14日（日）10時30分～12時30分
会　場　小野市・うるおい交流館エクラ２階中会議室
講　師　三木市・ときわ病院　歯科口腔外科部長　内橋　康行先生
※他地域からもぜひご参加ください

機能区分名 適応範囲 点　数 装着料 トレーサビリティシ
ール等の保存・管理

CAD/CAM冠用
材料（Ⅳ） 前歯 1,638

45+45
※②　

必要※④

CAD/CAM冠用
材料（Ⅰ） 小臼歯 1,388 ―

CAD/CAM冠用
材料（Ⅱ） 小臼歯 1,381 ―

CAD/CAM冠用
材料（Ⅲ） 大臼歯※① 1,550 必要※④

CAD/CAM冠用
材料（Ⅴ）（新設） 大臼歯 1,815 45+45

※③　 必要※④

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会
・
市
民
学
習
会

健
口
こ
そ
子
育
て
の
カ
ギ

 

〜
格
差
解
消
で
医
療
を
国
民
の
手
に
〜
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姫
路
・
西
播
支
部
は
11
月
30

日
、
来
年
１
月
に
改
訂
さ
れ
る
電

子
帳
簿
保
存
法
を
テ
ー
マ
に
学
習

会
を
姫
路
市
内
で
開
催
し
た
。
協

会
税
務
講
師
団
の
山
田
英
信
税
理

士
が
講
師
を
務
め
、
36
人
（
う
ち

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
32
人
）
が
参
加
し
た
。

　

山
田
税
理
士
は
、
同
法
が
帳
簿

や
領
収
書
・
請
求
書
な
ど
を
電
子

的
に
保
存
す
る
際
の
ル
ー
ル
を
定

め
て
脱
ぐ
の
は
少
し
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
い
り
ま
す
が
、
慣
れ
れ
ば
す
ご

く
合
理
的
な
方
法
だ
と
思
い
ま
し

た
し
、
１
人
で
は
な
く
２
人
一
組

の
ペ
ア
に
な
っ
て
お
互
い
確
認
し

合
っ
て
実
習
し
た
こ
と
や
、
ガ
ウ

ン
は
親
指
を
通
す
穴
が
あ
る
も
の

を
選
ぶ
と
、
ガ
ウ
ン
の
袖
が
ず
り

上
が
っ
て
感
染
す
る
の
を
防
止
す

る
の
に
役
立
つ
こ
と
な
ど
、
実
習

し
て
み
て
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
当
院
で
も
ガ
ウ
ン
の

着
脱
の
実
習
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
よ
う
な
非
常
に
有
意
義
な
研
修

の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
尼
崎
市
・
神
崎
病
院

検
査
技
師

東
口　
　

薫
】

て
、
服
の
上
に
も
付
着
し

て
い
た
り
と
、
簡
単
に
見

え
る
ガ
ウ
ン
の
着
脱
が
体

験
し
て
み
る
と
、
な
か
な

か
難
し
い
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　

ま
た
ガ
ウ
ン
の
外
側
の

中
に
丸
め
込
む
よ
う
に
し

て
ガ
ウ
ン
と
手
袋
を
ま
と

　

尼
崎
支
部
は
11
月
11
日
、
医
療

安
全
管
理
対
策
研
修
会
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
含
め
た

外
来
で
の
感
染
対
策
〜
場
面
に
応

じ
た
防
護
具
の
使
用
方
法
〜
」
を

開
催
。
済
生
会
兵
庫
県
病
院
・
感

染
管
理
認
定
看
護
師
の
小
川
麻
由

美
先
生
が
講
師
を
務
め
、
12
人
が

参
加
し
た
。
神
崎
病
院
・
検
査
技

師
の
東
口
薫
氏
の
感
想
を
掲
載
す

る
。

　

こ
の
た
び
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
も
含
め
た
外
来
で

の
感
染
対
策
の
研
修
で
は
、
医
療

現
場
で
の
感
染
対
策
に
沿
っ
た
内

容
で
、「
な
る
ほ
ど
」
と
思
う
点

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
手
指
衛
生
を
行
う
５

つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
で
は
日
常
業

務
の
忙
し
さ
も
あ
り
、
手
指
衛
生

が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、

わ
か
っ
て
い
て
も
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。

　

特
に
ガ
ウ
ン
の
着
脱
の
実
習
が

楽
し
く
て
感
染
対
策
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。
実
習
内
容

は
ガ
ウ
ン
の
前
面
と
手
袋
に
蛍
光

ロ
ー
シ
ョ
ン
を
塗
っ
て
お
き
、
ガ

ウ
ン
と
手
袋
を
脱
い
だ
後
に
ブ
ラ

ッ
ク
ラ
イ
ト
で
蛍
光
ロ
ー
シ
ョ
ン

の
付
着
を
可
視
化
し
て
み
る
と
、

ほ
ぼ
全
員
の
手
に
付
着
し
て
い

め
て
お
り
、
①
パ
ソ
コ
ン
等
で
作

成
し
た
帳
簿
類
を
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
で
保
存
す
る
「
電
子
帳
簿
保

存
」、
②
取
引
先
か
ら
受
領
し
た

紙
の
領
収
書
・
請
求
書
な
ど
を
ス

キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
り
、
電
子
デ

ー
タ
と
し
て
保
存
す
る
「
ス
キ
ャ

ナ
ー
保
存
」、
③
メ
ー
ル
な
ど
電

子
デ
ー
タ
で
や
り
取
り
し
た
注
文

書
・
契
約
書
・
領

収
書
な
ど
を
電
子

的
に
保
存
す
る

「
電
子
取
引
デ
ー

タ
保
存
」
に
つ
い

て
解
説
。
紙
で
受

け
取
っ
た
請
求
書

・
領
収
書
等
は
こ

れ
ま
で
通
り
の
保

存
方
法
で
よ
い
こ

と
も
紹
介
し
た
。

　

①
と
②
に
つ
い

て
は
導
入
は
任
意

だ
が
、
③
「
電
子

取
引
デ
ー
タ
保

存
」
に
つ
い
て
は
２
０
２
４
年
１

月
よ
り
対
応
が
義
務
化
さ
れ
る
た

め
、
受
け
取
っ
た
電
子
取
引
デ
ー

タ
を
日
付
、
金
額
、
取
引
先
で
検

索
で
き
る
よ
う
に
フ
ォ
ル
ダ
に
分

け
て
保
存
し
た
り
、
保
存
し
た
デ

ー
タ
の
訂
正
・
削
除
時
の
規
定
に

つ
い
て
定
め
た
「
事
務
処
理
規

程
」（
図
）
を
、
国
税
庁
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
ひ
な
形
を
参
照

し
各
医
院
で
用
意
す
る
こ
と
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

ま
た
、「
事
務
処
理
規
程
」
な

ど
が
準
備
で
き
な
い
場
合
で
も
、

税
務
調
査
の
際
に
求
め
に
応
じ
て

電
子
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

で
き
た
り
、「
人
手
不
足
」
な
ど

の
理
由
が
あ
れ
ば
猶
予
措
置
の
対

象
と
な
る
こ
と
を
紹
介
。

　

最
後
に
、
当
面
は
猶
予
措
置
が

あ
る
が
、
政
府
が
税
務
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
る
方
向
は
変
わ
ら

な
い
の
で
、
今
後
も
注
視
が
必
要

で
あ
る
と
し
た
。

あ
る
「
六
甲
お
ろ
し
」
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
日
本

シ
リ
ー
ズ
後
の
岡
田
彰
布
監

督
、
コ
ー
チ
、
選
手
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
も
収
録
。
チ
ー
ム
の
中

心
に
い
た
岡
田
監
督
の
考
え
に

迫
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
一
を
果
た
し
た
こ
の
１

年
間
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
中

心
に
は
、
い
つ
も
岡
田
彰
布
監

督
が
い
ま
し
た
。
岡
田
監
督
が

着
手
し
た
数
多
く
の
こ
と
は
、

決
し
て
派
手
で
も
誰
も
が
驚
く

奇
策
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
の
証

言
か
ら
見
え
る
「
岡
田
彰
布
氏

の
考
え
と
は
! ?
」
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
の
活
躍
と
歓
喜
の
瞬
間

が
、
２
０
２
３
年
末
に
映
画
館

の
大
画
面
に
蘇
り
ま
す
！

　

や
っ
た
！
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
」
! !

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

て
）、
そ
し
て
１
９
８
５
年
か

ら
38
年
ぶ
り
の
日
本
シ
リ
ー
ズ

制
覇
を
、
11
月
５
日
に
京
セ
ラ

ド
ー
ム
大
阪
に
て
果
た
し
た
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
。

　

本
作
品
は
、
そ
の
優
勝
を
記

念
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
軌
跡
を

追
っ
た
、
何
度
観
て
も
飽
き
な

い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で

す
。
全
国
33
館
で
の
上
映
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
３

年
シ
ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

の
中
継
映
像
を
中
心
に
、
朝
日

放
送
「
虎
バ
ン
」
カ
メ
ラ
マ
ン

が
捉
え
た
独
自
映
像
を
交
え
な

が
ら
、
感
動
と
興
奮
の
一
年
間

が
、
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
体
感
で
き
る
仕
上
が
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

制
作
陣
に
は
、
フ
ァ
ン
に
は

お
な
じ
み
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

応
援
番
組
「
虎
バ
ン
」
ス
タ
ッ

フ
が
集
結
。
ま
た
、
ラ
ス
ト
は

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
球
団
歌
で

た
岡
田
彰
布
新
監
督
の
言
葉

「
ア
レ
」
を
信
じ
て
き
た
、
阪

神
フ
ァ
ン
と
選
手
や
監
督
、
コ

ー
チ
陣
１
年
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
が
緊
急
公
開
さ
れ

ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。
タ
イ

ト
ル
は
、
文
字
通
り
悲
願
の
日

本
一
の
軌
跡
を
追
う
『
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｅ
２
０
２
３
―
栄
光
の
Ａ
Ｒ
Ｅ

　

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
を
応
援
し
て
き
た
、

関
西
だ
け
で
な
く
全
国
の
フ
ァ

ン
は
、
近
年
亡
く
な
る
ま
で
に

も
う
１
回
、「
ア
レ
」
を
見
た

い
、
喜
び
を
味
わ
い
た
い
と
、

願
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
２
２
年
秋
の
新
監
督
の

記
者
会
見
で
、
就
任
の
決
ま
っ

―
』。

　

２
０
０

５
年
か
ら

18
年
振
り

の
セ
・
リ

ー
グ
優
勝

（
９
月
14

日
甲
子
園

球
場
に

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
２
０
２
３

―
栄
光
の
Ａ
Ｒ
Ｅ
―
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実習でガウン着脱のポイン
トを説明する小川看護師　

感
想
文

姫路・西播支部　電子帳簿保存法学習会姫路・西播支部　電子帳簿保存法学習会

ガウンの着脱
楽しくレベルアップ

紙の書類はこれまで通り
電子取引データは仕分けして保存を

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL 0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

天災やコロナ禍で休診した損害に

ドクターに最適を
提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。
積立年金DefL（デフエル）、
保険医年金の受付は４月１日開始です

尼崎支部　医療安全管理対策研修会尼崎支部　医療安全管理対策研修会

協会共済部☎078‒393‒1805

年末に積立年金「デフエル」の
払出しを希望される方へ

　

積
立
年
金
「
デ
フ
エ
ル
」
の

払
出
し
の
年
内
着
金
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
の
期
日
ま
で
に

お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
給
付
金
請
求
書
】
で

払
出
し
さ
れ
る
場
合

書
類
の
協
会
必
着
日

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
振
込
を

希
望
の
方

12
月
18
日
（
月
）

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融

機
関
へ
の
振
込
を
希
望
の
方

12
月
20
日
（
水
）

【
マ
イ
ポ
ー
タ
ル
】
で

払
出
し
申
請
さ
れ
る
場
合

申
請
締
切
日

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
へ
の
振
込
を

希
望
の
方

12
月
26
日
（
火
）

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融

機
関
へ
の
振
込
を
希
望
の
方

12
月
27
日
（
水
）

図　「電子取引データ保存」の事務処理規程の
ひな形　　　　　　　　　　　　　　

国税庁ウェブサイトより
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11
月
20
日
、
財
務
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
財

政
制
度
等
審
議
会
は
一
般
に
「
秋
の
建
議
」
と
呼

ば
れ
る
「
令
和
６
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す
る

建
議
」（
以
下
、
建
議
）
を
ま
と
め
た
。
建
議
で

は
、「
診
療
所
の
報
酬
単
価
に
つ
い
て
は
、
…
国

民
負
担
を
極
力
抑
制
す
る
観
点
を
考
慮
し
、
診
療

所
の
経
常
利
益
率
（
８
・
８
％
）
が
全
産
業
や
サ

ー
ビ
ス
産
業
平
均
の
経
常
利
益
率
（
３
・
１
〜
３

・
４
％
）
と
同
程
度
と
な
る
よ
う
、
５
・
５
％
程

度
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
」「
診
療
所
の
報
酬

単
価
に
つ
い
て
初
診
料
・
再
診
料
を
中
心
に
引
き

下
げ
、
診
療
報
酬
本
体
を
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
す
べ

き
で
あ
る
」
と
具
体
的
に
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
と
引

き
下
げ
る
診
療
料
に
ま
で
言
及
し
て
診
療
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
建
議
の

問
題
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

し
、
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
小
数
点

以
下
ま
で
示
し
、
引
き
下
げ
の
対

象
に
つ
い
て
具
体
的
な
診
療
料
ま

で
示
し
て
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
求
め

る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
。

　

今
、
医
療
界
で
は
、
わ
れ
わ
れ

が
主
張
し
て
き
た
長
ら
く
続
く
政

府
の
低
医
療
費
政
策
の
問
題
点
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
も
必
要
と
な
っ
て

い
る
感
染
対
策
経
費
増
、
物
価
高

騰
、
賃
上
げ
ト
レ
ン
ド
と
医
療
分

野
で
の
人
材
不
足
等
に
よ
る
医
療

機
関
経
営
の
圧
迫
か
ら
、
診
療
報

酬
の
抜
本
的
プ
ラ
ス
改
定
を
求
め

る
声
が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
二
木
立
日
本
福

祉
大
学
名
誉
教
授
が
述
べ
て
い
る

よ
う
に
「
国
民
が
、
非
常
時
に
も

貧
富
や
年
齢
の
区
別
な
く
、
必
要

な
医
療
を
平
等
に
受
け
ら
れ
る
こ

「
建
議
」
は

財
務
当
局
の
焦
り
の
表
れ

　

こ
れ
ま
で
に
も
、「
秋
の
建

議
」
で
は
「
国
民
負
担
の
抑
制
や

医
療
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
の

確
保
の
観
点
か
ら
、
医
療
費
の
伸

び
を
高
齢
化
等
の
要
因
に
よ
る
増

加
の
範
囲
に
収
め
る
た
め
に
は
、

診
療
報
酬
改
定
に
お
い
て
２
年
間

で
▲
２
％
半
ば
以
上
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
す
る
必
要
が
あ
る
」（
令

和
２
年
度
予
算
の
編
成
等
に
関
す

る
建
議
）
な
ど
と
診
療
報
酬
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
を
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

ま
で
言
及
し
て
、
求
め
て
き
た
こ

と
も
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
れ
は
、
マ
ク
ロ
の
医

療
費
に
注
目
し
た
も
の
で
、
今
回

の
よ
う
に
「
診
療
所
」
を
名
指
し

と
の
大
切
さ
に
気
づ
き
、
コ
ロ
ナ

と
闘
う
医
療
機
関
・
医
療
従
事
者

に
対
す
る
強
い
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
た
…
」
と
い
う
世
論
の
後
押

し
も
あ
る
。

　

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
れ

ば
、
政
府
・
自
民
党
の
一
員
と
し

て
低
医
療
費
政
策
を
実
践
し
て
き

た
面
は
あ
る
も
の
の
、
武
見
敬
三

氏
や
田
村
憲
久
元
厚
労
大
臣
、
加

藤
勝
信
前
厚
労
大
臣
ら
医
系
・
厚

労
系
の
有
力
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

厚
労
大
臣
や
自
民
党
政
務
調
査
会

長
代
行
、
社
会
保
障
制
度
調
査
会

長
に
就
任
し
た
こ
と
に
も
財
務
省

は
危
機
感
を
つ
の
ら
せ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

と
も
か
く
、
財
務
省
の
異
例
な

診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
要
求

は
、
財
務
省
が
こ
れ
ら
に
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
証
で
あ

る
。

　

つ
ま
り
、
今
こ
そ
病
院
、
医
科

・
歯
科
診
療
所
が
一
致
し
、
世
論

を
さ
ら
に
味
方
に
つ
け
て
、
診
療

報
酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
を
実
現

す
べ
き
で
あ
る
。

財
務
省
の

ミ
ス
リ
ー
ド

　

さ
て
、
財
務
省
が
診
療
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
が
必
要
だ
と
主
張

す
る
根
拠
の
中
心
に
は
「
診
療
所

の
経
常
利
益
率
（
８
・
８
％
）」

と
い
う
数
字
が
あ
る
。

　

こ
の
数
字
は
、「
財
務
局
を
活

用
し
た
機
動
的
調
査
」
で
集
計
し

た
許
可
病
床
数
０
床
の
医
療
法
人

（
１
万
８
２
０
７
法
人
）
の
平
均

値
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
調
査

は
医
療
法
人
の
み
を
対
象
と
し
た

も
の
で
、
個
人
立
診
療
所
が
含
ま

れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
こ
の
点
は
診
療
報
酬
改
定
に

先
立
ち
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て

い
る
医
療
経
済
実
態
調
査
よ
り
も

杜
撰
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

実
際
、
同
年
度
の
医
療
経
済
実

か
ら
22
年
度
に
か
け
て
３
・
５
％

上
昇
、
水
光
熱
費
は
15
・
４
％
も

上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
入
院
診

療
収
益
の
な
い
一
般
診
療
所
（
個

人
）
で
も
人
件
費
は
同
期
間
で
２

・
２
％
、
水
光
熱
費
は
19
・
３
％

上
昇
し
て
い
る
（
図
２
）。
こ
の

ト
レ
ン
ド
は
終
息
の
見
通
し
が
立

っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
続
く
と
思

わ
れ
る
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

診
療
報
酬
上
の
特
例
が
な
く
な
れ

ば
、
各
医
療
機
関
は
物
価
高
や
人

件
費
の
高
騰
に
耐
え
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
安
易
に
想
像

が
つ
く
。
そ
の
上
で
診
療
報
酬
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
が
行
わ
れ
れ
ば
、

医
療
機
関
の
廃
業
が
相
次
ぎ
、
ひ

い
て
は
日
本
の
地
域
医
療
が
崩
壊

す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

医
療
機
関
の

適
正
な
利
益
率
と
は

　

建
議
で
は
、「
診
療
所
の
経
常

利
益
率
（
８
・
８
％
）
が
全
産
業

や
サ
ー
ビ
ス
産
業
平
均
の
経
常
利

益
率
（
３
・
１
〜
３
・
４
％
）
と

同
程
度
と
な
る
よ
う
、
５
・
５
％

程
度
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ
る
」

と
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、「
防
衛
産

業
の
利
益
率
は
…
、
日
本
で
は
平

均
８
％
と
低
く
、
実
質
２
〜
３
％

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
っ
た
。
…

防
衛
省
は
こ
れ
を
問
題
視
し
、

（
２
０
２
３
年
）
10
月
か
ら
、
発

注
の
際
に
見
積
も
る
企
業
の
利
益

率
を
従
来
の
８
％
程
度
か
ら
最
大

15
％
に
引
き
上
げ
た
」（
２
０
２

３
年
11
月
14
日
朝
日
新
聞
）
と
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
武
器

の
製
造
を
行
う
企
業
の
利
益
率
は

15
％
必
要
だ
が
、
実
際
に
地
域
で

住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療
機

関
の
利
益
率
は
３
％
程
度
で
よ
い

と
い
う
の
が
政
府
の
姿
勢
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
医
療
機
関
は
利
潤
追

求
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
配
当
も
で
き
な
い
。
医
療

機
関
の
「
利
益
」
は
一
般
企
業
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
医
療
へ
の
再

投
資
に
し
か
充
て
ら
れ
な
い
。
つ

ま
り
医
療
機
関
が
得
た
適
正
な
利

益
は
、
再
投
資
に
よ
る
地
域
医
療

の
充
実
の
原
資
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

逆
に
、
医
療
機
関
が
適
正
な
利

益
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
地
域
医

療
の
充
実
は
望
め
な
い
し
、
最

悪
、
医
療
機
関
の
経
営
破
綻
は
直

接
的
に
地
域
の
患
者
さ
ん
の
不
利

益
に
つ
な
が
る
。

　

医
療
現
場
で
は
、
長
ら
く
続
く

医
療
費
抑
制
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
禍
以
降
も
求
め
ら
れ
る
感
染
対

策
経
費
の
増
加
、
円
安
や
原
材
料

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
に
伴
う
物

価
高
で
、
多
く
の
医
療
機
関
の
経

営
が
悪
化
し
て
い
る
。
な
ん
と
し

て
も
次
期
、
診
療
報
酬
改
定
で
は

大
幅
プ
ラ
ス
改
定
が
必
要
で
あ

る
。

態
調
査
で
は
、
入
院
診
療
収
益
の

な
い
一
般
診
療
所
（
個
人
）
の
同

年
度
医
業
収
益
は
０
・
93
億
円
と

さ
れ
て
お
り
、
財
務
省
の
調
査
で

集
計
の
対
象
と
な
っ
た
医
療
法
人

の
収
益
１
・
88
億
円
と
は
大
き
な

乖
離
が
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
財

務
省
の
調
査
は
、
か
な
り
大
規
模

な
医
療
法
人
が
集
計
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
い
う
の
も
従
来
か
ら
煩
雑
な

医
療
経
済
実
態
調
査
に
回
答
で
き

る
医
療
機
関
は
大
規
模
な
医
療
機

関
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
そ
の
医
療
経
済
実
態
調

査
で
あ
っ
て
も
入
院
診
療
収
益
の

な
い
一
般
診
療
所
（
医
療
法
人
）

の
２
０
２
２
年
度
の
医
業
収
益
は

１
・
65
億
円
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
建
議
が
引
用
す
る
論
文

の
執
筆
者
で
も
あ
る
松
山
幸
弘
・

武
蔵
野
大
学
国
際
総
合
研
究
所
研

究
主
幹
も
指
摘
す
る
と
お
り
、

「
事
業
報
告
書
等
を
１
年
以
上
遅

れ
て
提
出
し
た
医
療
法
人
や
必
ず

し
も
毎
期
提
出
し
て
い
な
い
医
療

法
人
も
存
在
」
し
て
お
り
、「
財

務
局
を
活
用
し
た
機
動
的
調
査
」

の
数
字
は
か
な
り
上
振
れ
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
の
医
療
機
関
の

経
営
状
況

　

医
療
経
済
実
態
調
査
に
よ
れ

ば
、
入
院
診
療
収
益
の
な
い
一
般

診
療
所
（
医
療
法
人
）
の
う
ち
26

・
８
％
は
損
益
率
が
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
赤
字
で

あ
る
（
図
１
）。
な
お
、
こ
の
損

益
率
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る

診
療
報
酬
上
の
特
例
が
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
な
く
な
れ
ば
、

さ
ら
に
赤
字
の
医
療
機
関
が
増
え

る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
物
価
高
や
人
件
費
の
高

騰
も
顕
著
で
あ
り
、
入
院
診
療
収

益
の
な
い
一
般
診
療
所
（
医
療
法

人
）
に
お
け
る
人
件
費
は
21
年
度

診療報酬大幅引き上げ診療報酬大幅引き上げ
患者窓口負担の軽減患者窓口負担の軽減 求める医師求める医師・・歯科医師署名歯科医師署名

まだの方は大至急ご署名を！

◀
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名

は
こ
ち
ら
か
ら

　ご協力がまだの方に往復ハガキで署名用紙をお届けしています。
　ご署名（ゴム印でも結構です）いただき、ご返送をお願い致します
（切手不要）。
　署名はオンラインでも可能です。上の二次元コードから署名サイトに
アクセスし、必要事項をご記入ください。入力は１分以内に終わります。

往
復
ハ
ガ
キ
で
お
届
け

財務省の暴論「診療所5.5％マイナス」はねのけ 〈協会政策部〉

次期診療報酬 大幅プラス改定を次期診療報酬 大幅プラス改定を
政
策
解
説

政
策
解
説

図１　一般診療所（医療法人）損益率の分布
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（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）
協
会

が
取
り
組
む
「
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
」
医
師
・
歯

科
医
師
署
名
に
、
寄
せ
ら
れ
た
会

員
の
声
の
一
部
を
11
月
５
日
号
に

つ
づ
き
、
紹
介
す
る
。

開
業
医
み
ん
な

破
産
し
て
し
ま
う

・
規
模
の
小
さ
い
法
人
の
当
院
で

は
、
今
年
度
の
毎
月
の
医
療
収
入

は
前
年
度
と
比
較
し
て
６
月
を
除

き
マ
イ
ナ
ス
で
経
営
状
況
は
悪
く

困
っ
て
い
ま
す
。

（
尼
崎
市
・
医
科
）

・
診
療
報
酬
が
こ
れ
だ
け
低
い
と

開
業
医
は
み
ん
な
破
産
し
て
し
ま

い
ま
す
。
勤
務
医
時
代
の
方
が
生

活
は
豊
か
だ
っ
た
。

（
伊
丹
市
・
医
科
）

・
い
つ
も
保
険
点
数
の
低
さ
に
か

な
り
違
和
感
を
覚
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
レ
ー
の
形
成
な
ど
、
は
な
か

ら
技
術
に
対
す
る
評
価
が
低
す
ぎ

る
上
に
、
麻
酔
の
技
術
料
ま
で
包

括
さ
れ
て
い
る
な
ど
。
こ
れ
に
限

ら
ず
、
粗
悪
な
内
容
に
な
り
か
ね

な
い
点
数
の
中
で
、
歯
科
医
師
と

し
て
の
プ
ラ
イ
ド
と
闘
い
な
が
ら

日
々
診
療
し
て
い
ま
す
。
国
民
へ

良
質
な
医
療
を
担
保
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
コ
・
デ
ン
タ
ル
含
め
歯
科

全
体
の
仕
事
を
も
っ
と
評
価
し
て

い
た
だ
く
べ
き
で
す
。

（
西
宮
市
・
歯
科
）

・
病
院
の
食
品
（
患
者
様
へ
の
食

事
）
も
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
こ

と
も
確
か
で
す
。
物
価
上
昇
、
し

か
し
食
事
の
質
を
変
え
る
こ
と
は

困
難
。
や
は
り
す
べ
て
に
お
い
て

見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
患

者
さ
ん
へ
の
良
質
の
治
療
の
た
め

に
も
!!

（
伊
丹
市
・
医
科
）

・
大
幅
な
引
き
上
げ
は
当
然
で

す
。
医
療
機
関
経
営
は
き
び
し
く

な
る
ば
か
り
で
す
。

（
尼
崎
市
・
医
科
）

・
歯
科
の
総
枠
を
早
急
に
増
や
し

て
ほ
し
い
。
20
年
以
上
変
わ
っ
て

い
な
い
。
高
齢
化
社
会
、
そ
れ
に

伴
う
在
宅
往
診
の
増
加
に
対
し
て

国
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
不
安
ば
か
り
で
あ
る
。

（
明
石
市
・
歯
科
）

・
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
診
療

報
酬
引
き
上
げ
、
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
を
求
め
ま
す
。
国
民
の
生

活
と
健
康
を
守
る
こ
と
が
国
の
使

命
で
す
。
軍
備
拡
張
に
税
金
を
つ

ぎ
こ
ま
ず
社
会
保
障
に
使
っ
て
く

だ
さ
い
。

（
東
灘
区
・
医
科
）

物
価
上
昇
・
賃
上
げ

の
た
め
の
原
資
を

・
各
種
物
価
の
上
昇
、
そ
れ
に
と

も
な
う
賃
金
引
き
上
げ
に
他
業
種

は
傾
い
て
い
ま
す
。
医
療
界
は
自

身
の
都
合
で
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
価

格
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
を
切

に
望
み
ま
す
。（

姫
路
市
・
医
科
）

・
物
価
高
騰
の
た
め
ほ
ぼ
す
べ
て

の
材
料
は
原
価
割
れ
と
思
わ
れ
ま

す
。
材
料
費
が
赤
字
で
の
経
営
は

通
常
の
業
界
で
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
材
料
費
が
保
険
点

数
よ
り
も
下
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

国
自
体
が
そ
の
価
格
で
病
院
に
売

る
の
が
筋
だ
と
思
い
ま
す
。

（
丹
波
市
・
歯
科
）

・
国
の
方
針
に
よ
る
設
備
投
資
が

必
要
に
な
り
、
Ｉ
Ｔ
化
に
遅
れ

る
、
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関
の

閉
院
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
原

資
と
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
何
も

対
応
が
で
き
ま
せ
ん
。
職
員
の
給

与
も
収
益
に
よ
る
変
動
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
に
よ
る
調

整
も
高
齢
化
し
た
医
師
で
は
限
界

も
あ
り
、
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
三
田
市
・
医
科
）

・
い
つ
も
患
者
さ
ん
の
た
め
に
保

険
診
療
で
、
し
っ
か
り
時
間
を
と

っ
て
丁
寧
に
治
療
し
て
い
る
の

に
、
診
療
報
酬
を
下
げ
ら
れ
る

と
、
治
療
の
質
を
落
と
さ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
全
県
で
歯

科
治
療
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
正
直
許
せ
ま
せ

ん
。

（
姫
路
市
・
歯
科
）

コ
ロ
ナ
時
基
準
の

分
析
は
問
題

・
コ
ロ
ナ
の
一
時
的
な
収
入
増
を

基
準
に
診
療
報
酬
を
分
析
し
な
い

で
下
さ
い
。
人
件
費
増
、
収
入
減

と
な
れ
ば
間
違
い
な
く
医
療
の
質

は
落
ち
ま
す
。（

尼
崎
市
・
医
科
）

・
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
た

の
で
職
員
の
賃
金
を
上
げ
ま
し

た
。
す
べ
て
が
値
上
が
り
し
て
お

り
、
診
療
報
酬
が
上
が
ら
な
い
と

倒
産
し
ま
す
。（

東
灘
区
・
医
科
）

・
物
品
コ
ス
ト
の
上
昇
を
診
療
報

酬
に
加
味
し
て
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
を
行
わ
な
い
と
、
医
療
の
質

の
低
下
を
招
き
、
国
民
に
提
供
で

き
る
医
療
は
悪
質
な
も
の
に
な
る

と
思
い
ま
す
。（

中
央
区
・
歯
科
）

・
財
務
省
の
統
計
は
零
細
診
療
所

に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
81
歳

で
第
一
線
で
頑
張
っ
て
い
る
小
生

は
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

（
西
宮
市
・
医
科
）

防
衛
費
・
万
博
…

無
駄
遣
い
や
め
て

・
防
衛
費
・
万
博
そ
の
他
も
ろ
も

ろ
の
無
駄
遣
い
を
せ
ず
に
国
民
の

健
康
を
守
る
医
療
機
関
へ
の
援
助

を
ま
ず
考
え
て
ほ
し
い
。

（
尼
崎
市
・
医
科
）

・
コ
ロ
ナ
対
策
の
「
総
括
」（
70

兆
円
と
言
わ
れ
て
い
る
）
が
必
要

で
す
。
国
民
の
税
金
を
無
駄
に
費

や
す
の
は
許
さ
れ
な
い
。

（
中
央
区
・
歯
科
）

・
こ
の
ま
ま
で
は
、
多
く
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。（

姫
路
市
・
医
科
）

第102回　兵庫県保険医協会評議員会決議第102回　兵庫県保険医協会評議員会決議

　長らく続く政府の低医療費政策に加え、コロナ禍以降も求められる感染
対策経費増、物価高騰で、多くの医療機関の経営が悪化している。こうし
た中、来年度診療報酬改定での基本診療料の抜本的引き上げがなければ、
多くの医療機関は地域住民に十分な医療を提供することができず、多くの
住民の命と健康を危機にさらすことなる。にもかかわらず、政府はコロナ
禍においての医療機関への補助金交付等を理由に診療報酬引き上げに極め
て後ろ向きな姿勢をとっている。そればかりか、来年通常国会に向けて、
薬剤の自己負担の引き上げ、介護保険における施設の多床室の室料負担導
入、介護保険料・利用料の引き上げ、後期高齢者医療制度における「現役
並み所得」の判定基準の見直し等、さらなる患者・利用者負担増、給付抑
制を行おうとしている。
　さらに政府は、現行の保険証を廃止し、事実上マイナンバーカード取得
を強制し、医療DXを推進するとしている。この背景には、IT・デジタル
産業への莫大な利益と国が収集した医療データを含む個人情報の提供があ
ることが明らかになっている。
　社会保障費の抑制に余念がない岸田自公政権は、一方で2023年度から５
年間で防衛予算を43兆円確保するとして、23年度予算では６兆8219億円、
24年度予算では７兆7385億円を計上。米国製武器の大量購入を既に明らか
にしている。抑止力の強化をその理由としているが、軍事力による抑止は
平和をもたらすどころか軍事的緊張を高めることになる。そればかりか、
この間政府は自衛隊の米軍との一体化、南西諸島・九州の軍事基地化を推
し進めており、地域住民を不安に陥れている。
　また、防衛予算の急激な増額は既に政府が示しているように、大幅な増
税を伴う。岸田自公政権はこの増税から国民の目をそらそうと減税の打ち
出しに躍起だが、その露骨なやり方に多くの国民からの支持を失ってい
る。
　今、政府が行わなければならないことは、大企業への利益や国民の個人
情報の提供ではなく、コロナ禍の中でも内部留保をため込む大企業の応分
の負担で、物価高騰に苦しむ市民や中小零細業者の生活と生業を保障する
ため、消費税減税等の抜本的な負担軽減を行うとともに、医療・社会保障
を充実させ、生活の下支えを行うことである。
　我々はいのちと健康を守る医師・歯科医師として、日本のさらなる軍事
大国化を許さず、社会保障の充実で持続可能な経済社会をつくるため、全
力で奮闘する決意である。

我々の要求
一 ．未知の新興感染症に備えるためにも医療費抑制政策を転換し、公衆衛
生体制や医療提供体制を抜本的に強化すること。一部導入が議論されて
いる減収補填についてすべての医療機関を対象とすること。

一 ．診療報酬・介護報酬を引き上げ、不合理是正を行なうこと。

一 ．医師不足を解消するため医師数をOECD平均まで引き上げること。
一 ．患者・介護利用者負担増計画をやめること。少子化対策としても子ど
もの医療費は国の責任で中学３年生まで窓口負担を無料にし、高校３年
生世代まで無料を目指すこと。
一 ．保険でより良い歯科医療実現のため、保険適用範囲を拡大し、歯科技
術料と歯科技工料を正当に評価するとともに、金パラ等の歯科医療材料
を国の責任で安定供給し、差損が生じないようにすること。
一 ．消費税を減税するとともにインボイス制度を中止し、医療にはゼロ税
率を導入して医療機関の控除対象外消費税負担を解消すること。
一 ．高すぎる国保保険料や介護保険料を引き下げ、不当な差押さえを行わ
ないこと。
一 ．一部医薬品の高薬価を是正するとともに、国の責任で日常診療に不可
欠な医薬品の安定供給を行うこと。
一 ．医療現場に混乱をもたらし、患者にも医療機関にもメリットのないマ
イナンバーカードによるオンライン資格確認の導入義務化と保険証の原
則廃止を中止すること。
一 ．生活保護基準額の引き上げや捕捉率の向上など生活保護の制度を改善
すること。
一 ．東日本大震災をはじめこの間の災害被災者に対し公的補償を強めるこ
と。
一 ．再稼働した原発を直ちに停止するとともに、さらなる再稼働・新増設
・輸出を行わず、原発ゼロ政策の推進、再生可能エネルギーの拡大を進
めること。
一 ．東電福島第１原発事故で発生しているALPS処理汚染水の海洋放出を
中止すること。
一 ．震災復旧作業等で飛散したアスベストの曝露を受けた人に対する健診
や補償を充実させるとともに、老朽化した建築物の解体時等におけるア
スベストの適切な管理を行うこと。
一 ．沖縄・普天間基地を無条件撤去し、辺野古沖への新基地建設計画を中
止するよう米国に求めること。
一 ．日本の主権を制限している日米地位協定を抜本的に見直すこと。
一 ．日本政府は唯一の戦争被爆国として核兵器禁止条約を批准するととも
に、核保有国など条約を拒否する国に批准を求めること。
一 ．国は、日本国憲法を堅持するとともに、三権分立を蔑ろにせず、「個
人の尊重」と「法の支配」を中核とする立憲主義に基づき、国民主権・
基本的人権の尊重・恒久平和主義など憲法の基本原理を尊重すること。
一 ．ロシアやウクライナ、イスラエル等あらゆる武力紛争の当事者は、国
際的に確立された「武力不行使原則」に従い、即時停戦を行い、話し合
いによる紛争の解決に当たること。また、国際社会は一方の当事者を軍
事的に支援せず、平和的解決に向けて外交努力を行うこと。
一 ．日本政府は、平和憲法に基づき、あらゆる武力紛争が平和的に解決さ
れるよう外交努力を行うこと。 以上
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保険証廃止は撤回させよう保険証廃止は撤回させよう

　

協
会
が
11
月
19
日
に
開
催
し

た
第
１
０
２
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・
執

行
部
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
す

る
。 

（
７
面
に
決
議
全
文
）

保険証廃止は撤回させよう保険証廃止は撤回させよう
理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

よ
り
良
い
地
域
医
療
へ

い
っ
そ
う
努
力
し
た
い

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

　

「
保
険
証
廃
止
」
の
目
的
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
「
カ
ー
ド
」
の
普
及

に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
制

度
へ
の
不
安
が
大
き
く
、
便
利
で

も
な
い
の
で
、
カ
ー
ド
利
用
率
は

５
％
以
下
だ
。

　

そ
れ
で
も
強
引
に
進
め
る
、
真

の
目
的
の
一
つ
は
、
医
療
・
健
康

情
報
の
流
用
に
よ
る
企
業
へ
の
利

益
供
与
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
医
師
と
患
者
の
信
頼
関
係
」

「
守
秘
義
務
」
に
基
づ
き
提
供
さ

れ
た
医
療
情
報
を
、
簡
単
な
同
意

で
国
民
全
員
か
ら
集
め
、
民
間
企

業
の
利
益
と
す
る
こ
の
構
図
に
対

し
、
医
療
者
と
し
て
反
対
の
声
を

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
制
度
を
後
押
し
す
る
の
は
政
官

財
の
癒
着
構
造
だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
は
新
た
な
大
規
模
公
共
事

業
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

相
変
わ
ら
ず
の
医
療
・
社
会
保

障
抑
制
政
策
が
続
い
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
医
療
従
事
者
は
そ
の
対

応
に
全
力
を
尽
く
し
た
。
補
助
金

も
含
め
、
医
療
費
が
増
加
す
る
の

は
当
然
な
の
に
、
そ
れ
以
前
の
一

時
的
な
落
ち
込
み
と
比
べ
て
、
利

益
が
膨
ら
み
す
ぎ
た
か
の
よ
う
な

暴
論
は
看
過
で
き
な
い
。

　

賃
上
げ
を
目
指
す
の
な
ら
、
医

療
・
介
護
分
野
の
従
業
員
の
給
与

の
原
資
で
あ
る
診
療
報
酬
、
介
護

報
酬
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
物
価
高
に
対
し
、
診
療
報
酬

は
公
的
価
格
の
た
め
、
価
格
に
転

嫁
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
、
医
療
機
関
の
利
益

は
、
一
般
企
業
と
異
な
り
、
株
主

配
当
な
ど
で
は
な
く
、
よ
り
良
い

最
新
の
医
療
を
国
民
に
提
供
す
る

た
め
の
医
療
部
門
に
し
か
再
投
資

で
き
な
い
。

　

以
上
を
十
分
に
認
識
し
、
正
々

堂
々
と
診
療
報
酬
増
を
主
張
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
受
診
抑
制
を
見
込
ん
だ

患
者
負
担
増
も
続
い
て
い
る
。
患

者
・
利
用
者
負
担
の
増
加
は
「
我

慢
す
る
の
は
経
済
的
弱
者
」
と
い

う
本
末
転
倒
の
姿
を
も
た
ら
し
て

い
る
。

　

「
診
療
報
酬
増
加
」「
患
者
負

担
軽
減
」
は
協
会
活
動
の
大
き
な

柱
で
あ
る
。

　

一
方
、
こ
の
間
政
府
が
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
と
言
え

ば
、
防
衛
力
強
化
と
防
衛
予
算
の

拡
大
だ
。
国
民
の
命
と
健
康
を
守

り
、
日
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る

の
は
、
防
衛
戦
略
や
軍
備
で
は
な

く
、
社
会
保
障
の
現
物
給
付
、
そ

し
て
そ
こ
で
働
く
人
々
だ
。

　

失
わ
れ
た
40
年
を
主
導
し
た
現

政
権
に
、
こ
れ
か
ら
も
任
せ
て
大

丈
夫
だ
と
考
え
る
の
は
、
根
拠
の

な
い
「
夢
」
で
は
な
い
か
。

　

必
要
な
の
は
政
策
の
抜
本
的
転

換
だ
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
国

家
財
政
が
悪
化
し
た
か
ら
社
会
保

障
を
削
る
」
の
で
は
な
く
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
、
将
来
の
不
安

を
解
消
す
る
。

　

正
規
雇
用
の
拡
大
と
賃
金
の
引

き
上
げ
を
行
え
ば
、
消
費
も
活
性

化
し
市
場
が
拡
大
し
、
経
済
が
成

長
す
る
。
企
業
の
収
益
も
安
定
的

に
増
加
し
、
結
果
的
に
税
収
・
保

険
料
も
増
加
し
、
再
び
社
会
保
障

の
充
実
と
い
う
好
循
環
を
生
む
。

こ
の
よ
う
な
社
会
は
、
大
多
数
の

国
民
の
望
み
だ
。

　

医
科
歯
科
一
体
と
な
り
、
よ
り

良
い
協
会
、
よ
り
良
い
地
域
医
療

を
目
指
し
て
い
っ
そ
う
努
力
し
た

い
。

保
険
証
廃
止
は

『
監
視
社
会
』へ
の
入
り
口

尼崎支部
山内道士評議員
（代読：増田理恵評議員）

診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を

北阪神支部

谷口紀善評議員

支
部
40
年

多
彩
な
活
動

西宮・芦屋支部

坂尾将幸評議員

電
子
帳
簿
保
存
法
で

学
習
会
を
開
催姫路・西播支部

松浦伸郎評議員

　

精
神
科
医
の
立
場
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
義

務
化
・
保
険
証
の
廃
止
は
大
変
問

題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
目
的
は
何
な
の
だ
ろ
う

か
。「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
利
便

性
」
な
ど
と
あ
い
ま
い
な
言
葉
で

し
か
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
利
便
性
は
あ
く
ま
で
手
段
で

あ
り
、
目
的
で
は
な
い
。

　

利
便
性
を
強
調
し
て
目
的
が
曖

昧
だ
と
い
う
こ
と
は
怪
し
い
詐
欺

の
よ
う
な
動
き
だ
。

　

政
府
の
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

関
す
る
工
程
表
」
で
は
24
年
度
に

は
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
共
有
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
精

神
科
で
は
、
他
に
は
漏
れ
な
い
と

い
う
信
頼
の
も
と
で
患
者
さ
ん
は

話
し
て
く
れ
る
。
電
子
カ
ル
テ
の

共
有
化
が
さ
れ
た
ら
、
私
は
カ
ル

テ
記
載
が
で
き
な
く
な
る
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
「
医
学
の

進
歩
の
た
め
、
デ
ー
タ
を
集
め
る

こ
と
」
だ
と
い
う
が
、
裏
を
返
せ

ば
「
監
視
社
会
」
に
す
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

今
回
の
保
険
証
廃
止
が
実
施
さ

れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
一
気
に
こ
の

流
れ
が
進
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
保

険
証
廃
止
は
「
監
視
社
会
」
の
入

り
口
だ
。

　

物
価
高
騰
や
人
手
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
職
員
の
給
料
引
き
上

げ
が
必
要
だ
。
医
療
従
事
者
の
給

料
は
診
療
報
酬
で
し
か
賄
え
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
来
年
度
改
定
で

は
、
財
務
省
に
よ
り
、
開
業
医
が

儲
け
す
ぎ
で
は
な
い
か
と
引
き
下

げ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
医
療
従
事
者
が
一
体
と
な
っ

て
努
力
し
た
こ
と
に
対
す
る
適
切

な
評
価
や
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。

　

診
療
報
酬
の
削
減
が
続
く
と
、

閉
院
す
る
診
療
所
や
赤
字
病
院
が

増
加
し
離
職
者
も
増
え
、
医
療
従

事
者
の
ス
キ
ル
が
劣
化
し
て
い
く

懸
念
が
あ
る
。
現
場
の
努
力
に
見

合
っ
た
診
療
報
酬
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
で
、
医
療
従
事
者
の
専
門
性

が
維
持
さ
れ
、
患
者
へ
の
質
の
高

い
ケ
ア
が
維
持
さ
れ
る
。

　

地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
、
社
会
的
孤
立
や
生
活
困

窮
者
の
課
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
福
祉

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
６
月
に

京
都
大
学
名
誉
教
授
の
福
島
雅
典

先
生
を
講
師
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
会
「
薬
剤
疫
学
と
薬

剤
療
法
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

を
開
催
し
、
講
演
内
容
を
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
し
た
。

　

10
月
に
は
、
第
43
回
支
部
総
会

記
念
市
民
公
開
講
演
会
で
、
東
京

大
学
定
量
生
命
科
学
研
究
所
の
小

林
武
彦
先
生
に
、
生
物
学
・
進
化

学
の
視
点
か
ら
「
老
い
」
と

「
死
」
の
存
在
意
味
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
、
医
師
・
市
民
１

４
５
人
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

保
険
証
廃
止
撤
回
の
運
動
で

は
、
西
宮
市
議
会
に
対
し
、
国
へ

意
見
書
を
出
す
よ
う
請
願
を
行

い
、
市
会
議
員
で
支
部
世
話
人
で

も
あ
る
村
上
博
先
生
を
は
じ
め
、

４
人
の
議
員
に
紹
介
議
員
に
な
っ

て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
他
、「
な

が
ら
ス
マ
ホ
」
の
危
険
を
啓
発
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
支
部
で
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
、
医
療
機
関
、

自
治
会
、
公
民
館
や
学
校
な
ど
へ

普
及
に
努
め
た
。

　

交
流
を
深
め
あ
い
な
が
ら
、
会

員
・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方

の
多
様
な
要
求
に
応
え
た
企
画

や
、
震
災
対
策
な
ど
に
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

や
医
療
な
ど
の
連
携
で
、
地
域
の

街
づ
く
り
を
い
っ
そ
う
進
め
る
べ

き
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
貧
困
を
な

く
し
、
す
べ
て
の
人
が
健
康
に
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
私

た
ち
の
使
命
で
も
あ
る
。
協
会
の

取
り
組
み
を
求
め
た
い
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
７
月
、
医

院
経
営
研
究
会
を
開
催
し
、
社
会

保
険
労
務
士
の
嶺
山
洋
子
先
生
が

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。

　

９
月
に
は
支
部
総
会
を
実
施

し
、
記
念
講
演
に
「
Ａ
Ｉ
画
像
診

断
支
援
の
現
状
と
課
題
〜
放
射
線

科
医
は
絶
滅
危
惧
種
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病

院
放
射
線
部
の
野
上
宗
伸
先
生
が

講
演
し
、
Ａ
Ｉ
画
像
診
断
の
発
展

が
未
だ
途
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と

を
学
ん
だ
。

　

姫
路
市
議
会
に
対
し
、
国
に
保

険
証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
を
提
出
し
た
が

否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

西
播
社
保
協
は
７
月
に
国
保
学

習
会
を
実
施
し
、
今
年
も
５
市
６

町
を
訪
問
し
、
自
治
体
担
当
者
と

懇
談
す
る
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
実
施
し
、
子
育
て
支
援
制

度
や
補
聴
器
補
助
な
ど
要
求
す
る

予
定
。
11
月
に
は
、
来
年
１
月
か

ら
改
正
さ
れ
る
電
子
帳
簿
保
存
法

に
つ
い
て
学
習
会
を
行
う
。
関
心

の
あ
る
先
生
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

　

北
播
支
部
で
は
、
６
月
に
支
部

総
会
・
記
念
講
演
「
保
険
証
廃
止

　

淡
路
支
部
総
会
を
２
年
ぶ
り
に

リ
ア
ル
で
開
催
し
、
総
会
議
事
で

は
、
こ
の
１
年
間
、
医
科
歯
科
会

員
数
が
実
増
５
人
と
な
っ
て
お

り
、「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
」

支
部
活
動
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
本
年

４
月
に
入
会
し
た
県
立
淡
路
医
療

セ
ン
タ
ー
と
様
々
な
支
部
企
画
等

を
通
じ
て
連
携
強
化
し
て
い
き
た

い
、
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
淡
路
島
島
内

の
形
成
外
科
と
美
容
医
療
の
現
状

　

長
年
マ
イ
ナ
問
題
に
は
常
に
意

見
を
申
し
上
げ
て
き
た
と
お
り
だ

が
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
保
険
証
問

題
の
本
質
は
何
だ
っ
た
の
か
。
一

言
で
言
う
の
な
ら
、
医
療
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
と
言
え

る
。
古
い
も
の
を
切
り
捨
て
、
新

し
い
も
の
に
置
き
換
え
、
効
率
的

に
医
療
情
報
を
集
約
し
、
関
連
企

業
を
効
率
化
し
、
政
府
に
よ
る
管

理
を
効
率
的
に
や
ろ
う
と
す
る
も

の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
恩

恵
の
対
象
は
わ
れ
わ
れ
医
療
機
関

で
は
な
か
っ
た
。

　

オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０

２
３
で
は
「
保
険
証
を
の
こ

「
食
の
安
全
保
障
」

市
民
講
演
が
盛
況北播支部

林　武志評議員

の
問
題
点
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
策
の
危
険
性
」
を
開
催

し
、
坂
本
団
弁
護
士
に
講
演
い
た

だ
い
た
。

　

７
月
に
は
、
20
年
以
降
コ
ロ
ナ

禍
で
中
断
し
て
い
た
市
民
公
開
講

座
を
久
し
ぶ
り
に
開
催
し
、「
地

域
か
ら
考
え
る
『
食
の
安
全
保

障
』」
の
テ
ー
マ
で
、
東
京
大
学

大
学
院
教
授
の
鈴
木
宣
弘
先
生
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
い
た
だ
き
、

90
人
が
参
加
し
た
。
現
地
会
場
も

満
席
と
な
り
、
盛
況
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
職
員
接
遇
研
修
会
な

ど
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取

り
組
み
や
、
市
民
へ
の
情
報
発
信

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
も
、
１
月
に
歯
科
部
会
と

共
催
で
「
歯
科
『
診
断
力
』
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、
２
月

に
は
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
大

き
な
ト
ピ
ッ
ク
で
も
あ
る
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
政
策
学

習
会
を
計
画
し
て
い
る
。

　

案
内
を
広
げ
、
支
部
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
目
指
す
。

日
常
診
療
勉
強
会

定
期
開
催
し
好
評淡路支部

大橋　明評議員

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
は

医
療
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

歯科部会・北阪神支部

島津俊二評議員

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
洲

本
で
開
業
さ
れ
た
岡
本
貴
子
先
生

が
講
演
さ
れ
い
つ
に
な
く
盛
会

で
、
終
了
後
は
久
し
ぶ
り
の
食
事

を
交
え
た
懇
談
を
和
や
か
に
行
っ

た
。

　

幹
事
会
と
セ
ッ
ト
で
日
常
診
療

の
経
験
を
交
流
し
合
う
「
日
常
診

療
勉
強
会
」
を
定
期
開
催
し
て
い

る
。
６
月
以
降
、「
急
性
心
膜

炎
」、「
腸
間
膜
静
脈
硬
化
症
」、

「
梅
毒
」、「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ

ロ
リ
抗
体
」、「
抗
血
栓
療
法
患
者

の
抜
歯
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

た
。「
明
日
か
ら
の
診
療
に
役
立

つ
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

４
年
ぶ
り
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
11

月
26
日
に
予
定
し
て
い
る
。
会
員

や
ご
家
族
、
職
員
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
、
楽
し
い
ツ
ア
ー
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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せ
！
」
と
街
頭
に
立
っ
た
。
医
療

機
関
側
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ

ん
も
不
安
な
の
だ
。

　

兵
庫
協
会
は
医
科
歯
科
一
体
の

協
会
だ
。「
保
険
証
を
残
せ
！
」

と
の
声
に
医
科
歯
科
の
垣
根
は
な

く
全
医
療
機
関
の
問
題
だ
。
決
議

案
で
「
保
険
証
を
残
せ
！
」
の
言

葉
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

政
府
自
体
が
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
」

の
よ
う
な
体
た
ら
く
で
、
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
設
計
ミ
ス
、
自
治
体
等

の
仕
事
量
を
増
や
し
た
結
果
、
ミ

ス
の
連
発
、
担
当
大
臣
は
人
権
を

軽
ん
じ
た
発
言
で
行
政
処
分
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
な
ら
人

事
で
失
態
続
き
の
岸
田
政
権
こ
そ

が
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
対
象
だ
。

　

北
阪
神
支
部
と
し
て
は
、
各
市

町
議
会
に
あ
て
て
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
請
願
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

国
債
発
行
で

財
源
を
つ
く
れ歯科部会

幸田雄策理事

国
際
部
の
多
彩
で

活
発
な
と
り
く
み国際部

水間美宏理事

大
軍
拡
で
は
な
く

社
会
保
障
の
充
実
を

政策部

木原章雄理事

組
織
強
化
月
間
へ

ご
協
力
を

組織部

宮武博明副理事長

各
議
会
へ

働
き
か
け
を

武村義人
副理事長

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

重
点
で
取
り
組
む森岡芳雄

副理事長

支
部
な
ら
で
は
の

取
り
組
み
さ
ら
に

西
山
裕
康
理
事
長

第
32
回
日
常
診
の
成
功
と

24
年
度
改
定
の
取
り
組
み

研究部

清水映二理事

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

の
取
り
組
み
さ
ら
に

歯科部会

白岩一心副理事長

　

商
売
で
は
お
金
は
１
円
も
増
え

な
い
。
何
か
を
買
っ
た
ら
交
換
に

お
金
を
払
う
が
、
お
金
を
た
だ
や

り
取
り
す
る
だ
け
で
、
持
ち
主
が

変
わ
る
だ
け
だ
。
そ
れ
な
の
に
、

わ
れ
わ
れ
は
お
金
が
商
売
で
増
え

る
も
の
だ
と
勘
違
い
し
て
い
る
。

　

お
金
を
増
や
す
方
法
は
、
間
接

金
融
だ
け
だ
。
銀
行
が
誰
か
に
お

金
を
貸
す
こ
と
だ
け
で
お
金
は
増

え
る
。
政
府
に
も
銀
行
は
お
金
を

貸
す
。
そ
れ
が
国
債
だ
。

　

国
債
発
行
こ
そ
が
お
金
を
増
や

す
方
法
だ
。
民
間
は
借
り
た
お
金

を
返
さ
な
い
と
い
け
な
い
が
、
政

府
は
借
り
た
お
金
を
返
さ
な
く
て

　

国
際
部
で
は
、
日
本
に
お
け
る

移
民
・
入
国
管
理
政
策
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
地
域
の
外
国
人

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
７
月

に
移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
鳥
井
一
平
氏
を
講
師

に
招
き
「
日
本
政
府
の
誤
っ
た
移

民
・
入
国
管
理
政
策
と
外
国
人
差

別
」
を
開
催
し
た
。

　

11
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
出
身

で
、
日
本
で
診
療
を
行
っ
て
い
る

精
神
科
医
パ
ン
ト
ー
・
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
コ
先
生
と
ガ
ン
ダ
ム
な
ど
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
植
田

益
朗
氏
を
講
師
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
人
も
知
ら
な
か
っ
た
ア
ニ

メ
療
法
」
を
開
催
し
た
。

　

今
後
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ガ
ザ
地
区
へ
の
国
際
人
道
法
を
無

視
し
た
軍
事
攻
撃
に
反
対
し
、
即

時
停
戦
を
求
め
る
立
場
か
ら
、

「
北
海
道
パ
レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕

団
」
団
長
で
整
形
外
科
医
の
猫
塚

義
夫
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

う
。

　

来
年
８
月
に
は
韓
国
視
察
会
を

予
定
し
て
い
る
。
韓
国
の
民
主
化

の
過
程
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
医
療

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
日
本
の
先
を
行
く

と
い
わ
れ
る
韓
国
の
現
状
を
視
察

す
る
こ
と
、
21
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
学
習
会
を
行
っ
た
大
邱
広
域
市

医
師
会
と
の
対
面
で
の
交
流
を
行

も
い
い
。
借
り
換
え
を
続
け
て
い

れ
ば
い
い
。
余
っ
た
マ
ネ
タ
リ
ー

ベ
ー
ス
を
民
間
銀
行
は
使
わ
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
、
必
ず
国
債

は
買
わ
れ
る
。

　

国
債
発
行
で
財
源
を
作
る
こ
と

も
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
る
。

　

物
価
が
高
騰
し
、
感
染
対
策
経

費
も
増
え
て
お
り
、
基
本
診
療
料

を
プ
ラ
ス
に
し
な
い
と
厳
し
い
。

　

財
務
省
は
、
20
年
か
ら
22
年
の

一
部
の
法
人
を
抜
き
出
し
医
療
機

関
は
儲
か
っ
て
い
る
と
し
、
そ
れ

を
口
実
に
診
療
報
酬
を
下
げ
る
よ

う
な
主
張
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　

患
者
負
担
に
つ
い
て
は
相
変
わ

ら
ず
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
２

割
負
担
対
象
者
の
拡
大
を
狙
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
で
足
腰
が
弱
っ
た

高
齢
者
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
奪

っ
た
ら
、
余
計
に
健
康
状
態
が
悪

化
す
る
。

　

医
療
政
策
に
つ
い
て
は
財
源
を

厳
し
く
問
う
一
方
で
、
軍
事
費
は

前
年
度
比
１
・
３
倍
の
６
兆
８
２

１
９
億
円
に
増
や
し
、
24
年
度
に

は
さ
ら
に
超
え
る
見
込
み
だ
。
こ

の
財
源
と
し
て
政
府
が
あ
て
に
し

て
い
る
の
は
増
税
、
そ
し
て
医
療

費
や
社
会
保
障
費
の
削
減
だ
。
ア

メ
リ
カ
の
言
い
な
り
に
同
盟
を
広

げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ

日
本
人
が
考
え
て
い
る
以
上
に
周

辺
諸
国
は
警
戒
し
て
い
る
。
こ
う

い
う
時
に
こ
そ
、
憲
法
９
条
を
生

か
し
た
解
決
策
を
独
自
に
示
す
必

要
が
あ
る
。

　

与
党
が
一
番
恐
れ
て
い
る
の
は

野
党
共
闘
だ
。
よ
く
見
る
と
、
時

間
を
か
け
て
作
り
上
げ
て
き
た
共

闘
は
機
能
し
て
い
る
。
市
民
と
し

て
そ
う
い
っ
た
対
抗
軸
を
支
持
し

て
い
き
た
い
。

　

組
織
強
化
月
間
へ
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
会
員
を
増
や
し
、

減
ら
さ
な
い
こ
と
は
、
協
会
の
収

入
を
減
ら
さ
な
い
こ
と
に
つ
な
が

り
、
重
要
な
財
政
活
動
で
も
あ

る
。
ま
だ
ご
入
会
し
て
い
な
い
知

り
合
い
が
い
れ
ば
紹
介
状
で
推
薦

し
て
ほ
し
い
。

　

勤
務
医
対
策
で
は
、
今
期
は
加

古
川
中
央
市
民
病
院
で
、
許
可
を

も
ら
い
院
内
で
協
会
の
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
通
り
か
か
る
医
師
に
入

会
を
呼
び
か
け
た
。

　

山
内
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
ご
指
摘
の
通
り
だ
。
医
療
と

い
う
の
は
、
患
者
と
医
者
の
信
頼

関
係
の
上
に
成
り
立
つ
共
同
作
業

で
あ
り
、
電
子
カ
ル
テ
の
共
有
は

問
題
だ
。
今
後
政
府
は
、
訪
問
診

療
や
訪
問
看
護
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
「
簡
易
な
シ
ス
テ

ム
」、
介
護
施
設
入
居
者
の
た
め

の
暗
証
番
号
の
な
い
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
な
ど
と
し

て
い
る
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
ど
ん

ど
ん
緩
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
漏
洩
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

病
院
で
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
も
各
地
で
行
い
多
く
の
先
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

診
療
内
容
向
上
研
究
会
は
12

月
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
救
急
医

学
講
師
の
千
葉
拓
世
先
生
に
お
願

い
し
て
い
る
。
会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
な
の
で
ぜ

ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

来
年
春
は
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
ト
リ
プ
ル
改
定
が
控
え
て
い

る
。
多
く
の
先
生
方
が
言
及
さ
れ

て
い
る
が
、
財
務
省
は
何
と
か
診

療
報
酬
を
下
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
き
っ
ち
り
引

き
上
げ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各

支
部
で
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
を

開
催
す
る
の
で
、
各
支
部
の
先
生

方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

兵
庫
協
会
や
兵
庫
県
民
主
医
療

機
関
連
合
会
な
ど
で
構
成
す
る

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
、
市
民
学
習

【
文
書
発
言
】
環
境
・
公
害
対
策

部　

上
田
進
久
評
議
員

「
震
災
か
ら
29
年
、
残
さ
れ
た
課

題　

災
害
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
の
健

康
リ
ス
ク
」

　

10
月
29
日
に
第
32
回
日
常
診
療

経
験
交
流
会
を
開
催
し
た
。
１
０

４
人
と
多
く
の
先
生
方
の
参
加
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
分
科
会
は
18

演
題
の
ご
報
告
で
、
展
示
会
も
開

催
し
た
。
こ
こ
数
年
は
分
科
会
だ

け
だ
っ
た
が
、
特
別
講
演
と
し
て

徳
田
安
春
先
生
に
「
人
類
生
存
へ

の
脅
威
と
そ
の
処
方
箋
」
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演
を
お
願
い
し
た
。

会
の
開
催
、
署
名
運
動
の
推
進
、

国
会
内
集
会
の
参
加
の
三
つ
を
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
署
名
」
は
、
累
計
６
８

６
４
筆
を
国
会
に
提
出
し
た
。
６

月
の
提
出
集
会
で
は
、
与
党
自
民

党
含
め
１
０
０
人
を
超
え
る
紹
介

議
員
を
得
た
こ
と
は
、
大
き
な
成

果
と
な
っ
た
。
10
月
に
は
秋
の
歯

科
決
起
集
会
に
参
加
し
、
尼
崎
市

在
住
の
開
業
歯
科
技
工
士
で
あ

る
、
泉
敏
治
さ
ん
に
国
会
内
集
会

で
フ
ロ
ア
発
言
と
厚
労
省
要
請
に

出
席
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
歯
科
技
工
問
題
企
画
と

し
て
「
イ
ン
ボ
イ
ス
学
習
会
」
を

７
月
に
開
催
し
、
歯
科
医
師
と
歯

科
技
工
士
合
わ
せ
て
26
人
の
参
加

者
を
得
た
。

　

兵
庫
協
会
と
兵
庫
連
絡
会
は
、

今
後
も
国
民
の
健
康
に
寄
与
す
る

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
、
歯
科

技
工
士
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
た

め
に
、
市
民
参
加
型
で
、
保
団

連
、
全
国
の
協
会
と
連
帯
し
て
、

医
科
・
歯
科
一
体
で
こ
そ
で
き

る
、
強
い
運
動
の
展
開
と
実
践
を

予
定
し
て
い
る
。

　

谷
口
評
議
員
の
発
言
は
、
そ
の

通
り
だ
。
40
年
前
の
医
療
費
亡
国

論
に
始
ま
っ
て
、
30
年
来
の
新
自

由
主
義
の
も
と
、
社
会
保
障
を
削

っ
て
企
業
の
利
益
を
増
や
す
政
策

を
と
り
、
地
域
医
療
に
影
響
が
出

て
い
る
。
患
者
の
保
険
料
も
窓
口

負
担
も
上
が
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
ま
ま
、
突
き
進
ん
で
い
く
の

は
本
当
に
許
せ
な
い
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
で
も
お
金
の
心
配
な

く
、
医
療
に
か
か
れ
る
と
い
う
の

が
、
崩
れ
て
き
て
い
る
。

　

島
津
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
以
前
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

危
険
性
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
さ

れ
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
。
各
地
の
議
会
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

幸
田
雄
策
理
事
の
発
言
に
つ
い

て
、
国
債
が
一
体
何
に
使
わ
れ
る

か
が
重
要
だ
。
社
会
保
障
の
た
め

に
消
費
税
を
使
う
と
言
っ
て
、
消

費
税
を
上
げ
た
が
社
会
保
障
は
一

向
に
良
く
な
っ
て
な
い
。
富
の
再

分
配
で
あ
る
社
会
保
障
に
お
金
を

回
す
こ
と
の
で
き
る
政
治
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
う
し

た
政
治
が
あ
っ
て
初
め
て
財
源
の

確
保
の
方
策
を
議
論
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
あ

た
り
も
研
究
し
た
い
。

　

決
議
文
に
つ
い
て
島
津
評
議
員

の
仰
る
こ
と
は
も
っ
と
も
で
あ

り
、
文
中
で
保
険
証
廃
止
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。

　

上
田
評
議
員
の
文
書
発
言
に
、

回
答
す
る
。
環
境
・
公
害
対
策
部

で
は
、
原
発
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
産

廃
・
大
気
汚
染
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
公
害
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題

に
つ
い
て
、
今
年
度
は
一
般
肺
が

ん
検
診
の
問
診
項
目
に
、
災
害
に

関
わ
っ
た
か
ど
う
か
、
当
時
の
曝

露
の
状
況
を
確
認
す
る
項
目
を
入

れ
る
よ
う
す
べ
て
の
市
町
に
要
請

し
た
。
縮
小
傾
向
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
専
門
検
診
に
つ
い
て
拡
充
・
存

続
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
坂
尾
評
議

員
の
発
言
に
つ
い
て
、
京
都
大
学

名
誉
教
授
の
福
島
先
生
の
講
演
内

容
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

素
晴
ら
し
い
内
容
だ
っ
た
。『
40

周
年
記
念
誌
』
も
発
行
さ
れ
、
西

宮
・
芦
屋
支
部
の
活
動
力
と
結
集

力
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

市
会
議
員
と
懇
談
し
啓
発
を
進

め
て
い
く
活
動
は
、
大
変
有
意
義

で
効
果
的
な
の
で
、
他
支
部
で
も

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
の
松
浦
評
議

員
の
発
言
に
つ
い
て
、
西
播
社
保

協
の
「
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な

ど
の
取
り
組
み
は
、
地
域
で
学

び
、
地
域
か
ら
声
を
上
げ
る
と
い

う
運
動
の
基
本
で
あ
り
、
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

淡
路
支
部
の
大
橋
評
議
員
の
発

言
に
つ
い
て
、
本
年
４
月
に
入
会

し
た
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
と

の
様
々
な
連
携
強
化
も
行
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
、
医
療
情
報
の
交

換
だ
け
で
な
く
、
勤
務
医
へ
の
啓

発
、
入
会
に
も
寄
与
す
る
。
他
地

域
の
病
院
で
も
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　

林
評
議
員
か
ら
は
、「
地
域
か

ら
考
え
る
『
食
の
安
全
保
障
』」

の
テ
ー
マ
で
市
民
公
開
講
座
を
開

催
さ
れ
た
と
の
報
告
だ
っ
た
。
北

播
支
部
な
ら
で
は
の
「
地
域
の
住

民
の
関
心
」
が
高
い
内
容
で
、
著

名
な
講
師
の
招
聘
も
あ
っ
て
盛
会

で
あ
り
、
支
部
の
企
画
力
の
高
さ

に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
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２型糖尿病治療薬の展開
～注射薬を中心に～

GLP-１受容体作動薬
　2022年日本糖尿病学会は２型糖尿
病の薬物療法のアルゴリズムを発表
した。その中で、GLP-１受容体作
動薬はSGLT２阻害薬とならんで
additional benefitを考慮するべき併
存疾患がある場合に使用を考慮す
る、という位置付けにある。
　これは特にGLP-１受容体作動薬
においては動脈硬化性疾患のイベン
ト発症率が少ないことが、大規模臨
床試験のメタ解析でも証明されてい
るからである（図１・２）。
　このように、インクレチン関連薬
のなかでもGLP-１受容体作動薬は
日常臨床での使用頻度も増えつつあ
る。一方、もう一つのインクレチン
であるGIPに関しては、グルカゴン
ホルモンを増やす、脂肪の増加すな
わち肥満を助長するなど、糖尿病に
対してはむしろ好ましくない作用が
報告され、インスリン分泌促進作用
はあるものの治療薬にはならないの
ではないかと捉えられていた。

糖尿病治療薬Tirzepatideの作用
　しかしながらpeptide engineering
でGIPの化学構造の中に、Extendin
（GLP-１受容体作動物質）の配列
を組み込み、結果的には一つの分子
でありながら、GLP-１受容体にも
GIP受容体にもいずれにも結合する
Unimolecular Coagonistで あ る
Tirzepatide（商品名：マンジャロ）
が開発された（図３）。
　Tirzepatideは、２型糖尿病患者さ
んの治療薬であり、１週間に１回皮
下注射する製剤で、用いられる注射
デバイスは、Dulaglutide（商品名：
トルリシティ）の注射デバイスと同
じくアテオスである。
　GIPは上述のように生理学的量で
は脂肪蓄積を助長する働きもある
が、Tirzepatideにおいては薬理量の
GIP作用をもたらし、食欲抑制を介
してむしろ強力な体重減少作用を認
める。またGIPは高血糖状態におい
てはブドウ糖応答性のインスリン分
泌増強作用は弱いが、Coagonistに
することで血糖が高い時にはGLP-
１作用でインスリン分泌を促進する
ことで血糖を下げ、血糖が改善する
とGIPのインクレチン作用も改善
し、GIP作用もインスリン分泌を増
強することになり、強力な血糖降下
作用を発揮する。１日血糖で評価す
ると、低いレベルでの血糖の平坦化
をもたらすこととなる（図４）。

　また、Tirzepatideにおいてはグル
カゴン分泌は抑制されると報告され
ている。日本人を対象とする臨床試
験において、Tirzepatideは常用量の
Dulaglutideを上回る血糖降下作用、
体重減少作用を認めた（図５・
６ ）。 海 外 の 臨 床 試 験 で は
Semaglutide （本邦における商品
名： オゼンピック）１㎎／weekよ
りも優れた血糖降下作用、体重減少
作用を認めた（図７）。
　作用メカニズムとして、インスリ

ン感受性改善を示唆するデータがあ
り、 脂肪機能を改善することで
adipocytokineの改善などのメカニズ

ムが想定されている。
（2023年11月４日、薬科部研究会よ
り）

図１　Additional benefitsを考慮するべき
併存疾患　　　　　　　　　

図２　GLP-１受容体作動薬のエビデンス

大規模臨床試験のメタ解析

図３　Unimolecular Coagonist

図５　HbA１cの低下

図４　２型糖尿病患者でも血糖を改善させると
　　　“GIPによるGSIS増強作用”は回復する

図６　体重に与える影響

図７　既存のGLP-１ RAとの比較試験（海外データ）

Drug Design, Development and Therapy 2022:16 1547-1559

ペプチドエンジニアリング：GIP配列の中にGLP-１配列を組み込んだ

インスリン治療により
１日血糖を改善させる

高血糖クランプを実施

GIPまたはGLP-１を注入

Diabetologia volume 52, pages199‒207 (2009)
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治療群間の連続的な測定に対する比較のための分析モデルは、混合効果モデルの反復測定で実施。

HbA1c の基準からの変化の分析は、制限最大尤度の反復測定アプローチと Kenward-Roger 近似法を組み合わせて使用。
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混合効果モデルによる解析
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Tirzepatide versus Semaglutide Once Weekly
in Patients with Type 2 Diabetes

N Engl  J Med 2021;385:503-15.
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Change in Glycated Hemoglobin Level Change in Body Weight
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年末年始（12月29日～１月３日）は休日加算等の算定をお忘れなく
■「年末年始は休診」の医療機関：急患診察は休日加算を
　年末年始（12月29日～１月３日）に休診している医療機関が、急病等やむ
を得ない理由で受診した患者を診察した場合、休日加算が算定できます。休
日加算を算定した場合、時間外加算、深夜加算、時間外加算の特例または夜
間・早朝等加算を算定することはできません。

■「年末年始も診療」の医療機関：時間内は夜間・早朝等加算（医科）
　 時間外の急患は休日加算を
　年末年始に診療している医療機関は、診療時間内は夜間・早朝等加算（週
の診療時間が30時間以上の医科診療所のみ）、診療時間外の急患診察は休日

加算が算定できます。
（参考）
　休日加算で定められている「休日」とは、日曜日、国が定める祝日および
年末年始（12月29日～１月３日）をいいます。従って、年末年始であっても
12月29日～１月３日以外の日や、夏季のお盆休みなど、医療機関が独自に定
めた休診日は休日加算の対象にはならず、時間外加算または深夜加算を算定
することになります。

■年末年始の長期投与について
　１回14日分の投与日数の制限がある向精神薬、麻薬、新薬等についても、
年末年始にかかる場合は、１回の処方につき30日分まで投与できます。その
場合は、レセプトの「摘要」欄（院内処方の場合）または処方箋に「年末年
始のため」と注記していただく必要があります。
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